
資料2　広報しろいまとめ

事　業　名 担当課 該当頁

1 ご み の 減 量 化 ・ 資 源 化 推 進 事 業 環 境 課 PP.1-3

第 ６ 期 白 井 市 高 齢 者 福 祉 計 画 ・

白 井 市 介 護 保 険 事 業 計 画 策 定 事 業

3
子 ど も 子 育 て 支 援 事 業 計 画 策 定 事 業
(次世代育成支援地 域行 動計 画推 進事 業）

子 育 て 支 援 課 PP.8-11

4
白井市放課後児童健全育成事業の設備及び
運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 策 定 事 業

保 育 課 P.11

5
白井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例策定事業

保 育 課 P.11

6
白井市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 策 定 事 業

保 育 課 P.11

7
白 井 市 歯 科 口 腔 保 健 の 推 進
に 関 す る 条 例 策 定 事 業

健 康 課 P.11

8
白 井 市 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等
対 策 行 動 計 画 改 訂 事 業

健 康 課 P.11-12

9 市 役 所 庁 舎 整 備 事 業 管 財 契 約 課 PP.13-18

10 第 ２ 次 し ろ い 健 康 プ ラ ン 策 定 事 業 健 康 課 P.19

11 男 女 共 同 参 画 推 進 事 業 企 画 政 策 課 PP.20-22

12 白 井 市 第 ５ 次 総 合 計 画 策 定 事 業 企 画 政 策 課 PP.23-31

13 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 策 定 事 業 都 市 計 画 課 PP.26-32

14 障 害 者 計 画 等 策 定 業 務 社 会 福 祉 課 PP.33-34

15 白井市第５次行政改革大綱・実施計画策定事業 行政経営改革課 P.35

16 西 白 井 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 建 設 事 業 市民活動支援課 P.36

2 高 齢 者 福 祉 課 PP.4-7
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消

防

出

初

式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

Q
　
年
金
を
取
り
扱
う
業
者
か
ら

「
現
在
住
ん
で
い
る
持
ち
家
を
担
保

に
す
れ
ば
、
年
金
を
支
給
す
る
。
家

に
は
ず
っ
と
住
め
る
し
、
死
亡
後
に

は
土
地
や
家
の
名
義
を
こ
ち
ら
で
変

更
す
る
」
と
誘
わ
れ
た
。
一
人
暮
ら

し
な
の
で
自
分
が
死
亡
し
た
後
に
家

を
処
分
さ
れ
る
の
は
構
わ
な
い
し
、

以
前
新
聞
で
そ
の
よ
う
な
制
度
が
あ

る
と
読
ん
だ
覚
え
が
あ
る
が
、
心
配

な
の
で
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
60
代
・
女
性
）

A
　
高
齢
者
が
自
宅
に
住
み
な
が
ら
、

そ
の
持
ち
家
を
担
保
に
し
て
金
融
機

関
や
行
政
機
関
な
ど
か
ら
生
活
資
金

を
借
り
、
自
分
が
死
亡
し
た
場
合
や

契
約
が
終
了
し
た
際
に
そ
の
持
ち
家

を
売
却
ま
た
は
処
分
す
る
な
ど
し
て
、

借
入
金
や
利
息
を
一
括
返
済
す
る
制

度
を
「
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
契
約
の
満
期

業
者
か
ら
「
自
宅
を
担
保
に
し
て
年

金
を
受
け
取
れ
る
」
と
誘
わ
れ
た

を
超
え
て
本
人
が
生
存
し
て
い
る
場

合
は
、
契
約
終
了
時
に
借
入
残
高
を

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

本
質
は
通
常
の
借
金
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
持
ち
家
の
自
宅
を
売
却
ま

た
は
処
分
す
る
時
点
で
の
価
値
が
借

入
残
高
を
下
回
る
、
い
わ
ゆ
る
「
担

保
割
れ
」
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
年
金
に
関
す
る

業
者
と
名
乗
る
民
間
会
社
か
ら
の
勧

誘
で
あ
る
た
め
、
担
保
型
の
「
リ
バ

ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」
に
似
せ
た
内

容
の
商
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
商
法
は
、
契
約
の
内
容
が
実
際

に
は
不
動
産
の
売
買
契
約
で
あ
る
場

合
が
あ
り
「
自
宅
を
担
保
に
し
て
年

金
が
も
ら
え
る
」
と
巧
み
に
誘
い
、

実
際
は
担
保
で
は
な
く
持
ち
家
や
土

地
を
買
い
取
っ
て
し
ま
う
と
い
う
内

容
で
す
。
も
し
契
約
す
る
と
所
有
権

が
移
転
し
て
し
ま
う
た
め
、
突
然
立

ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
り
年
金
も
払
わ

れ
な
か
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
契
約
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
「
お

か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
163

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

消

防

出

初

式

〜
消
防
活
動
へ
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
〜

　
市
で
は
、
新
春
恒
例
の
「
消
防
出

初
式
」
を
1
月
20
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
会
場
を
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
な
ど
に
変
更
し
、
消
防
団
員
や
消

防
職
員
合
計
3
5
4
人
が
参
加
し
て

市
長
に
よ
る
式
辞
や
消
防
団
長
の
訓

示
、
車
両
の
分
列
行
進
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
尽

力
し
た
消
防
団
員
・
職
員
が
表
彰
を

受
け
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
表
彰

【
功
労
章
】

山
﨑
喜
志
（
本
部
分
団
長
）

武
藤
孝
行
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

五
十
嵐
政
和（
第
一
分
団
谷
田
部
団
員
）

櫻
井
孝
至
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
）

【
精
勤
章
】

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
二
部
班
長
）

今
井
正
和
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

今
井
充
陽
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

平
川
正
之（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

石
井
豊（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

平
川
和
夫
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

【
精
勤
章
】

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

山
口
賢
（
第
三
分
団
河
原
子
部
班
長
）

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

武
藤
樹
幸
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

中
根
秀
一
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
司
令
補
）

◆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

中
村
強
司
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
真
秀
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

鈴
木
照
実
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

小
松
憲
明
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

福
田
健
夫（
第
三
分
団
平
塚
東
部
部
長
）

大
伯
誠
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防

司
令
補
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

海
老
原
正
人
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
部
長
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

【
勤
続
章
】

井
手
久
就
（
第
三
分
団
清
戸
部
部
長
）

梶
原
和
弘（
第
三
分
団
小
名
内
部
部
長
）

井
上
志
郎
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

長
谷
川
則
夫（
第
二
分
団
冨
士
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

中
嶋
智
彦
（
第
二
分
団
七
次
部
部
長
）

桑
島
正
浩
（
第
二
分
団
七
次
部
班
長
）

冨
澤
正
宏（
第
一
分
団
十
余
一
部
団
員
）

大
塚
昌
弘
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

武
藤
正
典
（
第
一
分
団
清
戸
部
団
員
）

齊
藤
勝（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
団
員
）

板
橋
忍
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

秋
谷
由
至
（
第
三
分
団
名
内
部
団
員
）

秋
本
孝
一
（
第
一
分
団
白
井
部
団
員
）

寺
田
忠
雄
（
第
三
分
団
富
塚
部
団
員
）

◆
白
井
市
長
表
彰

成
毛
大
輔（
第
一
分
団
神
々
廻
部
団
員
）

松
田
浩
明
（
第
一
分
団
白
井
部
部
長
）

押
田
幸
雄
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

石
井
雄
宇
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部

団
員
）

平
川
真
弘
（
第
二
分
団
七
次
部
団
員
）

川
上
孝
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
団
員
）

根
本
泰
之
（
第
二
分
団
木
部
団
員
）

森
山
貴
之
（
第
二
分
団
富
塚
部
部
長
）

川
鍋
干
城
（
第
三
分
団
中
部
団
員
）

山
﨑
誠
（
第
三
分
団
名
内
部
班
長
）

今
井
剛
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

山
﨑
優
作（
第
三
分
団
平
塚
東
部
団
員
）

藤
枝
孝
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
団
員
）

市長から表彰を受ける消防団員

消防団員募集
　消防団は「自分たちのまちは自分たちで守
る」という郷土愛護の精神の下、地域防災の
要として災害から人命・財産を守り続けてき
た、歴史ある有償ボランティア団体です。
　消防団は、火災・地震・台風などの災害が
発生した場合に消防署と協力して迅速な消
火・救出活動を行い、また地域での火災予防
活動やそのための教育・訓練などを行ってい
ます。
　身分は非常勤特別職の公務員に該当し、火災などで出動した場合には
手当が支給され、5年以上勤務して退団した場合には退職報償金が支給
されます。
対象　市内在住・在勤か近隣に居住している18歳以上
■問　市民安全課消防防災班　内線3323

◆
白
井
市
長
・
白
井
市
消
防
団
長
表
彰

第
三
分
団
平
塚
東
部

第
二
分
団
七
次
部

※
こ
の
表
彰
は
、
千
葉
県
消
防
協
会

印
旛
支
部
消
防
操
法
大
会
に
ポ
ン
プ

車
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3
・
6

交
通
指
導
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
交
通
指
導
員
は
、
児
童
・
生
徒
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
交
通
安

全
教
室
や
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を

実
施
し
、
ま
た
市
民
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
駅
前
広
場

や
交
差
点
な
ど
で
街
頭
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
は
現
在
24
人
（
男
性

16
人
、
女
性
8
人
）
が
市
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
と

連
携
し
て
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め

の
各
種
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
市
で
は
4
月
以
降
に
活
動
す
る
交

通
指
導
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

任
期
　
2
年

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で

交
通
安
全
に
対
し
て
の
意
識
・
識
見

が
あ
り
、
指
導
力
の
あ
る
人
　
6
人

報
酬
　
年
2
6
、  

0
0
0
円

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
2

環
境
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す

　
市
で
は
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る

基
本
的
事
項
や
重
要
事
項
に
つ
い
て

審
議
す
る
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上

　
5
人

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
3
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線

3
2
7
6
へ

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
減
量
や
適
正
な
処
理
方

法
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期
　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上
　
4
人

報
酬
　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
2
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
28
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
4
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
1
月
18
日
か
ら
25

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
の
結
果
、
全
て
の
品
目
に
お

い
て
放
射
性
物
質
は
「
検
出
せ
ず
」

で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
ハ
ク
サ
イ
、
レ
タ
ス
、

キ
ク
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

県
実
施
分

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
出
器
お
よ

び
検
査
容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の

諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

市
が
所
有
す
る
検
出
器
で
は
セ
シ
ウ

ム
1
3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
、
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で

す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

1
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年末年始の燃やすごみなどの収集日

種類 収集曜日 年末最終
収集日

年始収集
開始日

燃やすごみ 毎週
月・木 29日 5日
火・金 30日 6日

燃やさない
ごみ

毎月第1・3
の各曜日

月 22日 5日
火 23日 6日
水 24日 7日
木 25日 15日
金 26日 16日

資源物 毎週

月 29日 5日
火 30日 6日
水 24日 7日
木 25日 8日
金 26日 9日

※燃やさないごみの12月22日㈪～ 26日㈮は臨時で回収しま
す。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年
末
年
始
の
印
西
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
直
接
搬
入

　
家
庭
ご
み
お
よ
び
事
業
系
ご
み
を

直
接
搬
入
す
る
場
合
の
、
年
末
の
搬

入
終
了
日
時
お
よ
び
年
始
の
搬
入
開

始
日
時
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
末
年
始
は
直
接
搬
入
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
の
搬

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
搬
入
終
了
日
時
　
12
月
30
日
㈫

午
後
4
時
ま
で

年
始
搬
入
開
始
日
時

　
1
月
5
日
㈪

午
前
9
時
か
ら

※
家
庭
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
に
は
、

搬
入
許
可
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
年
内
に
直
接
搬
入
を
希
望
す
る
人

は
、
12
月
26
日
㈮
ま
で
に
市
環
境
課

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン

タ
ー
の
申
し
込
み

　
収
集
の
申
し
込
み
は
、
年
末
は
12

月
26
日
㈮
ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日

㈪
か
ら
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
（
4
9
1
）
4
7
5
3
）
で
受

け
付
け
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

※
粗
大
ご
み
は
、
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
が
指
定
し
た
収
集
日
に
、
指

定
し
た
排
出
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。し

尿
の
く
み
取
り

　
年
末
は
12
月
29
日
㈪
ま
で
、
年
始

は
1
月
5
日
㈪
か
ら
白
井
清
掃
（
☎

（
4
9
2
）
0
7
6
8
）、
ま
た
は

大
久
保
清
掃
（
☎
（
4
9
2
）
0
1

2
0
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

浄
化
槽
汚
泥
の
く
み
取
り

　
白
井
清
掃
（
☎
（
4
9
2
）
0
7

6
8
） ・ 

大
久
保
清
掃
（
☎
（
4
9

2
）
0
1
2
0
）・
白
井
環
境
サ
ー

ビ
ス
（
☎
（
4
9
2
）
0
7
6
9
）

は
、
年
末
は
12
月
26
日
㈮
ま
で
、
年

始
は
1
月
5
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

　
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
（
☎
（
4
9
1
）

8
3
1
1
）
は
、
年
末
年
始
も
休
ま

ず
受
け
付
け
ま
す
。

問
　
市
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
4
・
5
、
印
西

地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
印
西
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班

　
☎
0
4
7

6
（
4
6
）
2
7
3
2

【
燃
や
す
ご
み
・
燃
や
さ
な
い
ご
み
・
資
源
物
の
収
集
】

　
年
末
年
始
の
収
集
は
、
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
は
ご
み
の
量
が
多
い
た
め
、
収
集
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
を

実
施

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
12
月
31
日
現
在
で
「
工
業
統

計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
従
業
者
数
、
製
造
品

出
荷
額
、
在
庫
額
、
原
材
料
使
用
額

な
ど
で
す
。

　
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体

が
行
う
産
業
振
興
政
策
な
ど
の
各
種

施
策
を
決
め
る
う
え
で
の
重
要
な
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
12
月
上

旬
か
ら
1
月
に
か
け
て
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
た
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
調
査
へ
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
5
8
・
9
、
県
統
計
課
工
業

班
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
2

6
・
7

「
労
働
力
調
査
」
を
実
施

　
総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で
は
、

国
の
経
済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
就
業
・
不

就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
「
労
働
力

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
毎
月
末
に
公
表
さ
れ
る
完
全
失
業

率
は
こ
の
調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
対
象
地
区
に
は
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
た
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
、
調
査
票
の
配
布
と
回
収
を
行

い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
　
西
白
井
4
丁
目
の
一
部

実
施
期
間
　
12
月
か
ら
平
成
27
年
4

月
ま
で
（
準
備
調
査
1
カ
月
・
本
調

査
4
カ
月
）

※
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
県
統
計
課
労
働
力
・
学
事
・
農

林
班
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2

2
0ご

み
減
量
化
・
資
源
化

基
本
方
針
（
行
動
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
市
で
は
、
現
在
「
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
基
本
方
針
（
行
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）」
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
基
本
方
針
は
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
上
で
の

行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
平
成
20

年
3
月
に
策
定
し
、
そ
の
後
平
成
22

年
4
月
に
見
直
し
（
平
成
24
年
3
月

に
一
部
改
訂
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
基
本
方
針
で
は
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

務
の
も
と
、
協
働
に
よ
る
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、
計
画

期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
9
年
間
で
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
再
生
・
循
環
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も

秋の叙勲
　11月3日に政府から「平成26年秋の叙
勲」の受章者が発表され、市内では内藤
さんが受章されました。
　　瑞宝単光章

内藤肇さん　＜元市消防団長＞

に
、
よ
り
効
率
的
に
ご
み
の
減
量
が

で
き
る
2
R
（「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
削

減
）」、「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）」 

）

の
取
組
み
を
優
先
的
に
行
い
、
市
の

地
域
特
性
に
根
ざ
し
た
さ
ら
な
る
快

適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
素
案
は
、
環
境
課
、
市
役

所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
、
各
セ
ン
タ

ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
最
終
的
に

基
本
方
針
を
見
直
す
際
の
参
考
と
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま

す
が
、
各
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

応
募
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
、
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
法
人
や
団
体

申
・
問

　
所
定
の
用
紙
（
環
境
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
と
意
見
を

記
入
の
上
、
8
日
㈪
か
ら
22
日
㈪
ま

で
に
郵
便
（
消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
、

　小型家電の中には、金や銅などの金属のほか、希少な資源であ
る「レアメタル」が含まれていることから、印西地区環境整備事
業組合でも使用済み小型家電のリサイクルに取り組むことになり
ました。
　小型家電リサイクルは、市役所などの公共施設に回収ボックス
を設置し、家庭で不要となった小型家電を回収するとともに、印
西クリーンセンターに搬入された燃やさないごみや粗大ごみから
も回収を行いますので、ご協力をお願いします。
　なお、回収ボックスの設置場所や回収品目などは、組合、市のホー
ムページや構成市町の広報でお知らせします。
■問　環境課きれいなまちづくり班　内線3274、印西クリーンセン
ター業務班　☎0476（46）2732

平成27年2月から使用済小型家電の
拠点ボックス回収を始めます

E
メ
ー
ル
ま
た
は
各
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
回
収
箱
」

に
投
か
ん
す
る
か
直
接
環
境
課
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
班
　
内
線
3
2
7

5
・

 k
an
k
y
ou
@
city
.sh
i

roi.ch
iba.jp

へ

手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン

デ
イ
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

　
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
「
手
賀
沼
統
一
ク

リ
ー
ン
デ
イ
」
の
清
掃
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
清
掃
活
動
終
了
後
は
、
手
賀
沼
流

域
の
今
井
地
区
に
残
る
、
洪
水
の
際

に
避
難
す
る
水
防
施
設
の「
水
塚（
み

づ
か
）」
の
見
学
を
し
ま
す
。

　
作
業
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
程
　
14
日
㈰
　（
小
雨
決
行
、
雨

天
中
止
）

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
・
市

役
所
玄
関
前

※
清
掃
場
所
へ
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

送
迎
し
、
終
了
時
間
は
見
学
も
含
め

て
正
午
頃
の
予
定
で
す
。

清
掃
場
所
　
金
山
落
（
名
内
橋
〜
今

井
三
号
橋
の
桜
並
木
）

申
・
問

　
11
日
㈭
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
環
境
課
環
境
保
全

班
　
内
線
3
2
7
3
へ

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
次
期
中
間
処
理
施
設
の
建
設
候
補

地
決
定
に
関
す
る
報
告
会
を
開
催

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
で

は
、
用
地
検
討
委
員
会
に
お
い
て
5

カ
所
（
印
西
市
の
岩
戸
地
区
、
滝
地

区
、
武
西
地
区
、
吉
田
地
区
お
よ
び

現
在
地
）
の
候
補
地
を
比
較
評
価
し

た
結
果
を
受
け
、
組
合
の
正
副
管
理

者
（
印
西
・
白
井
市
長
、
栄
町
長
）

に
よ
る
現
地
確
認
お
よ
び
協
議
を
経

て
建
設
候
補
地
を
1
カ
所
に
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
21
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
3

階
大
会
議
室

対
象

　
印
西
市
、
白
井
市
、
栄
町
の

住
民

問
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
次
期
施

設
推
進
班
内
）　
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
2
7
3
4

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井

沢
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
は
、
12

月
23
日
㈷
か
ら
1
月
12
日
㈷
ま
で
休

ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。

　
1
月
1
日
㈷
か
ら
3
日
㈯
ま
で
、

素
敵
な
景
品
が
当
た
る
「
新
春
運
試

し
抽
選
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
　
☎

0
4
7
（
4
4
2
）
6
1
5
0

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2



せきかわ整形外科　関川敏彦医師
●先生の専門分野を教えてください
　専門は整形外科で、その中でも椎

間板ヘルニアや脊
せきちゅうかんきょうさくしょう

柱管狭窄症など脊
椎・脊髄の病気を専門に治療してい
ました。開業してからは子どもから
高齢者まで、突き指や捻挫、腰痛・
膝痛、骨粗しょう症など幅広く診療
しています。
●医師を目指したきっかけは
　中学生の時、近所で医学部の大学
生に勉強を教わっていた仲間たちで、「将来みんなで病院を作ろう」
と約束したのがきっかけです。一緒に病院を作るという夢は実現し
ませんでしたが、仲間も医師になっています。大学生の時は、手を
動かすことが好きだったので、外科系を選び、中でも失った機能を
もとに戻すことのできるということに魅力を感じて、整形外科を選
びました。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　休日も仕事をしていることが多いのですが、冬の時期はスキーに
行くこともあります。健康づくりと気分転換兼ねて、家の周りを1時
間ほどジョギングしています。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　基本的なことではありますが、患者さんの話を丁寧に聞きながら
診断し、病気や治療のことをわかりやすく説明するよう心がけてい
ます。その時に、患者さんがどのような治療を希望されているか確
認しています。
　開業医にできることは限られていますので、当院でできない検査
や治療が必要な場合には、近隣市の大きな病院にお願いをして、患
者さんにとって良い治療が受けられるようにしています。

せきかわ整形外科　冨士129 ー 30　☎（498）5005

　
ご
み
の
問
題
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
一
番
身
近
な
環
境
問
題
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
資
源
の
枯
渇
化
や
地
球
温
暖
化

な
ど
か
ら
地
球
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、   「
ご
み
の
削
減
、

再
使
用
、
再
資
源
化
（
3
R
） 

」

を
基
本
と
し
た
「
循
環
型
社
会
」

へ
の
転
換
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
よ
り
効
率
的
に
ご
み

の
減
量
が
で
き
る
「
ご
み
の
削
減
、

再
使
用
（
2
R
） 

」
の
取
り
組
み

を
優
先
的
に
行
い
、
限
り
あ
る
資

源
を
再
生
・
循
環
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

特
性
に
根
ざ
し
た
、
さ
ら
な
る
快

適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

「
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
基
本
方
針
（
行

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
を
策
定
し
ま
し
た

的
と
し
て
、
ご
み
減
量
化
・
資
源

化
基
本
方
針
（
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
の
改
訂
版
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
方
針
は
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
上
で

の
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
活

用
し
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
責
務
の

も
と
、
協
働
に
よ
る
循
環
型
社
会

の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
35
年
度
ま
で
の
9
年
間
で
、
環

境
課
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

公
募
）
の
結
果

　
基
本
方
針
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
か
ら
素
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
結

果
、
1
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
5

⑪

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

関川敏彦医師

児
童
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
は
毎
年
6
月
1
日
の
現
況
を
記

載
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
に
該
当
す
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
6
月
分
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
こ
の
届
は
毎
年
8
月
1
日
の
現
況
を
記

載
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
に
該
当
す
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
8
月
分
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
の
現
況
届
が
未
提
出
の
人

は
、
ど
ち
ら
も
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

平成27年4月以降の児童扶養手当額
　児童扶養手当については、毎年の消費者物価指数の変動に応じて
手当額を改定しています。
　平成27年度の児童扶養手
当については、2.4㌫の引き
上げとなり、4月分の手当額
から変更になります。

現
況
届
の
提
出
は

済
ん
で
い
ま
す
か

4月以降の児童扶養手当額
月額 現行 改定後

全部支給 41,020円 42,000円

一部支給
41,010円～

9,680円
41,990円～

9,910円

4
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
度
の
社
会
教
育

関
係
団
体
の
認
定
申

請
を
受
け
付
け
し
ま

す　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く

地
域
活
動
や
、
学
習
・
家
庭
教
育

を
支
援
し
て
い
く
活
動
、
青
少
年

を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
、
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
な
ど
、
社
会
教
育
活
動
を
し
て

い
る
団
体
で
、
認
定
を
希
望
す
る

団
体
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
に
認
定
さ
れ
た
団

体
も
、
継
続
し
て
認
定
を
希
望
す

る
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

認
定
期
間
　
平
成
27
年
6
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
5
月
31
日
（
1
年

間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の

成
果
が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の

で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運

営
を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た

る
活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が

あ
る

※
そ
の
他
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
決

算
報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、

役
員
・
会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
な

ど
活
動
の
内
容
が
分
か
る
書
類
、

減
免
申
請
書
（
各
書
式
は
生
涯
学

習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
4
月
1
日
㈬
か

ら
25
日
㈯
ま
で
に
直
接
主
に
活
動

拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事

業
計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の

総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　

内
線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ

ー

　現在の「白井市スポーツ施設・公民館施設予約システム」は、運用
から3年が経過します。
　これまでの運用のなかで「公民館などを利用するための予約が、抽
選終了後も取りにくく、活動予定が立てられない」との声が寄せられ
ていました。
　このため、システムの運用を一部見直し、4月の抽選分（6月予約分）
から下記のとおり変更します。
【変更内容】
　公民館の抽選予約にかかる本予約期限を「利用日の7日前まで」か
ら「仮予約をした日の属する月の末日（末日が休館日にあたる場合は、
その月最後の開館日）の午前中」とする。
【適用日】
　4月1日（6月利用申込分）から適用
　今回の変更は、抽選により当選した活動予定日のうち「活動に必要
のない当選日」についても、長期間仮予約として確保されていること
が要因の一つであると考えられるため、長期にわたる仮予約状態の解
消を図る変更内容となっています。
　変更の趣旨をご理解いただき、運用にご協力くださいますようお願
いします。
■問　生涯学習課社会教育班　内線3431

公民館などの予約における「白井市ス
ポーツ施設・公民館施設予約システム」
の運用を一部変更します

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
4
月
6
日
㈪
、
20
日

㈪
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2015.3.153
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初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
講
座

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
を
考

え
て
い
る
人
や
、
購
入
し
た
が
操
作

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
初
心
者

を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

講
座
名
・
日
程
・
内
容
・
受
講
料
　

左
表
の
と
お
り

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
各
講
座
4
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
経
験
（
マ
ウ
ス
操
作
や
ロ
ー

マ
字
入
力
の
程
度
）
を
記
入
の
上
、

10
月
19
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内
線

3
4
3
1
〜
3
へ

※
定
員
に
達
し
て
い
な
い
講
座
は
、

10
月
22
日
㈪
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
講
座
用
の
も
の

（
W
i
n
d
o
w
s

　
V
i
s
t
a
、

◆ 子育て支援施設からのお知らせ ◆
区分 南山 桜台

日程
10月 4日㈭ 11日㈭・25日㈭
11月 15日㈭・22日㈭・29日㈭ 8日㈭・22日㈭
12月 13日㈭ 13日㈭・27日㈭

時間 9：30 ～ 11：30
問い合わせ ☎（491）1131 ☎（492）6101

区分 ふれんど スマイル

日程
10月 11日㈭　堀込第二公園 4日㈭　七次第二公園
11月 1日㈭　白井木戸公園 1日㈭　離山公園
12月 6日㈭　笹塚公園 13日㈭　富塚公園

時間 10：30 ～ 11：30 10：00 ～ 11：00
問い合わせ ☎（491）1131 ☎（491）8201

5園合同企画事業 みんなであそぼう

　清水口・南山・はなぶさ・こざくら・
白井ふじ保育園内の子育て支援施設が実
施する紙芝居や工作、体操などを行う事
業です。親子で参加してみませんか。
日程・場所　10月18日㈭・白井駅前セン
ター、11月8日㈭・公民センター、12月13
日㈭・白井コミュニティセンター
時間　午前10時30分～ 11時30分
対象　未就学児とその保護者（自由参加）
■問　子育て支援センタースマイル（清水口保育園内）☎（491）
8201、子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）
1131

保育園の園庭で遊べます

保育士が公園を訪問します公園訪問

介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員
募
集

　
市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
関
す
る

こ
と
や
介
護
保
険
の
施
策
に
関
す
る

重
要
事
項
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
な
ど

の
調
査
審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

任
期
　
平
成
24
年
12
月
18
日
〜
平
成

27
年
12
月
17
日
（
3
年
間
）

対
象
　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、

平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
　
5

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基

準
に
よ
り
選
考
）

報
酬
　
会
議
1
回
あ
た
り
6
、   

6
0

0
円

※
会
議
は
年
3
回
程
度
行
い
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
は
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
年
に
当
た
る
た
め
、
会
議
を
年

8
回
程
度
行
う
予
定
で
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
高
齢
者

福
祉
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
10
月
31
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
か
直
接
高
齢
者
福
祉
課

介
護
保
険
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
7

3
へ介

護
保
険
業
務
臨
時
職

員
募
集

　
市
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
の
指
導
監
督
や
介
護
保
険
利

用
者
の
心
身
の
状
態
に
適
合
し
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を

判
定
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

　
1
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
）

募
集
要
件

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
62
歳
以
下
の
人

●
介
護
関
連
施
設
の
運
営
に
携
わ
っ

た
こ
と
が
あ
る
人

●
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
社
会
福

祉
士
な
ど
の
福
祉
関
係
の
国
家
資
格

を
有
す
る
人

●
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

●
簡
単
な
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
操

作
が
で
き
る
人

勤
務
日
時
　
12
月
か
ら
毎
週
平
日
3

日
程
度
（
年
末
年
始
を
除
く
）　  

午

前
9
時
〜
午
後
4
時

勤
務
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
給
　
1
、
3
0
0
円
（
別
途
交
通

費
あ
り
）

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
資
格
証
の
写
し
を
添
え
て

10
月
31
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
直
接
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ

「
白
井
脳
い
き
い
き
教

室
」
参
加
者
募
集

　
市
で
は
簡
単
な
「
読
み
・
書
き
・

計
算
」
を
す
る
こ
と
で
脳
を
活
性
化

さ
せ
、
認
知
症
に
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
す
る
に
当

た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
31
日
㈬
か
ら
3
月
27
日

㈬
ま
で
の
原
則
毎
週
水
曜
日
　
午
前

10
時
〜
10
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
教

室
に
初
め
て
参
加
す
る
人
　
20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
　
簡
単
な
計
算
、
音
読
、
数
字

盤
、
1
日
10
分
程
度
の
自
宅
学
習
、

参
加
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
茶
話
会

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
10
月

16
日
㈫
ま
で
に
高
齢
者
福
祉
課
高
齢

者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・k

ou

reisy
a-fu
k
u
si@
city
.sh
iro

i.ch
iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
受
講

者
は
10
月
24
日
㈬
の
午
後
1
時
30
分

か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う
事

前
説
明
会
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
欲
し
い
人
（
利
用
会
員
）
と

手
助
け
が
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）

が
会
員
と
な
っ
て
、
援
助
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

申
し
込
み
の
上
で
入
会
説
明
会
に
参

加
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
説
明

会
当
日
は
本
人
の
顔
写
真
2
枚
（
縦

3
㌢
㍍
×
横
2
・
5
㌢
㍍
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
利
用
会
員
　
生
後
6
カ
月
以

上
10
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
市
内

在
住
・
在
勤
者
　
提
供
会
員
　
市
内

在
住
で
心
身
と
も
に
健
康
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
の
あ
る
人

提
供
内
容
　
次
の
と
お
り

●
保
育
施
設
な
ど
へ
の
子
ど
も
の
送

迎
や
預
か
り

●
保
護
者
な
ど
が
病
気
や
用
事
、
買

い
物
な
ど
の
外
出
の
際
の
預
か
り

●
そ
の
ほ
か
支
援
が
必
要
な
場
合

活
動
（
利
用
）
時
間
　
午
前
6
時
〜

午
後
10
時

利
用
料
金

　
月
〜
金
曜
日

　
1
時
間

7
0
0
円

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

　
1
時
間
9
0
0
円

※
月
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
後
10
時

を
過
ぎ
た
場
合
の
利
用
料
金
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
と
同
額

に
な
り
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

日
程

　
10
月
17
日
㈬
、
11
月
20
日
㈫
、

12
月
18
日
㈫
、
1
月
18
日
㈮
、
2
月

20
日
㈬
、
3
月
12
日
㈫

時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

初心者のためのパソコン講座

講座名 日程 内容 受講料

初めての
パソコン講座

11月6日㈫・
7日㈬

コンピュータのおよその
機能や操作の説明、マウ
ス操作や文字入力

1,000円

インターネット
入門講座

11月20日㈫
インターネットの基本的
な知識、情報取得方法や
活用方法

500円

メール入門講座 11月21日㈬
メールの基本的な知識や
送受信方法

500円

ワード入門講座
11月27日㈫
・28日㈬

ワードの基本的な操作方
法の説明や簡単な文章の
作成

1,000円

エクセル入門
講座

12月4日㈫・
5日㈬

エクセルの基本的な知識
の説明や簡単な表計算の
活用方法

1,000円

セット講座
上記5講座の
全て

― 4,000円

ちょっと知りたい
大人のための天文教室

　プラネタリウム館
では「宇宙は立体！
を実感する」をテー
マにした大人向けの
講座を開催します。
日時　3日、17日、
31日（各水曜日・全3
回）午前11時～正午
対象　できるだけ3回参加できる人　30人

（申し込み順）
参加費　1回につき200円
■申・■問　各講座開催日の前日までに電話か
直接プラネタリウム館☎（492）1125へ

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
も
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
人
5
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
に
（
生
涯
学
習

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
7
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に

〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市
清

水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

市
民
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ

ス
大
会
参
加
者
募
集

日
時

　
11
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰
、
予

備
日
　
12
月
2
日
㈰
）

場
所
　
白
井
運
動
公
園
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
テ
ニ
ス
連
盟
登
録
者

参
加
費
　
高
校
生
以
下
・
テ
ニ
ス
連

盟
連
盟
登
録
者
1
、
5
0
0
円
、
一

般
2
、
0
0
0
円

申
　
10
月
8
日
㈷
か
ら
17
日
㈬
午
後

1
時
ま
で
に
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、
10
月
8

日
㈷
か
ら
20
日
㈯
午
前
11
時
ま
で

（
時
間
厳
守
）
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ

リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か
白

井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
は
O
f
f
i
c

e
2
0
0
7
）
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

日
時
　
21
日
㈰
・
28
日
㈰
　
午
前
8

時
〜

場
所
　
白
井
中
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成

さ
れ
た
7
人
以
上
の
チ
ー
ム

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

※
提
供
会
員
を
希
望
す
る
人
は
、
午

後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
基
礎
研
修
を
併

せ
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

9
6
（
平
日

　
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
）

保育園園庭開放
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白
井
市
第
4
期
障

害
福
祉
計
画
（
案
）

　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の

3
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
白
井

市
第
4
期
障
害
福
祉
計
画
」
で
は
、

国
の
基
本
的
な
指
針
を
基
に
、
市
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支

援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
量
の
推
計

を
行
い
ま
す
。

申
・
問

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
・

（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

sy
ak
ai-fu

k
u
sh
i@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へ

材料（4人分）
木綿豆腐1丁　豚ひき肉200㌘　長ネ
ギ2本、ニンニク1かけ、ショウガ1
かけ、サラダ油大さじ1、牛乳200㍉、
スキムミルク大さじ2、塩少々、白す
りごま大さじ1/2、ラー油適量
【調味料A】酒大さじ1、中華スープ
の素小さじ2
【調味料B】片栗粉小さじ2、水大さ
じ1と1/2
作り方　①豆腐は2㌢㍍角に切る。②長ネギ、ニンニク、ショウ
ガはみじん切りにする。③牛乳とスキムミルクは混ぜ合わせてお
く。④フライパンにサラダ油を熱し、②の長ネギ、ニンニク、ショ
ウガを入れ、香りがでてきたらひき肉を加え炒める。肉の色が変
わったら調味料Aを加えて炒める。⑤豆腐と③を入れてひと煮立
ちしたら、塩で味を整え、調味料Bを加えてとろみをつける。
⑥器に盛り付け、白すりごまとお好みでラー油をかける。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　牛乳とスキムミルクを入れたマーボー豆腐です。乳製品のコク
とうまみで塩分が控えめでもおいしくいただけます。不足しがち
なカルシウムを効率良く摂取する事ができ、成長期の子どもや高
齢者の食事にいかがですか。
1人当たりの栄養価　275㌔㌍　カルシウム219㍉㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ しろい麻
マーボー

婆豆腐

保

健

師

で

す

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
の
4
月
に
市
役
所

に
入
庁
し
ま
し
た
が
、
以
前
は
循

環
器
内
科
病
棟
で
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

冬
は
心
筋
梗
塞
を
発
症
さ
れ
る
人

が
多
く
、
看
護
師
同
士
で
も
「
寒

く
な
っ
て
き
た
か
ら
、
心
筋
梗
塞

が
増
え
る
よ
」
な
ど
と
話
題
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
保
健
師
と
な
り
、
特
定

健
診
を
受
診
し
た
人
か
ら
「
血
圧

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
と

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
食
事
の
工
夫
や
運
動
の
必
要
性

は
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
今
ま
で

の
生
活
を
変
え
る
の
は
難
し
い
」

と
悩
ん
で
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　
そ
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
私

た
ち
の
役
目
で
す
。
一
人
で
考
え

て
い
る
よ
り
、
ほ
か
の
人
と
悩
み

を
共
有
し
た
ほ
う
が
い
ろ
い
ろ
な

改
善
策
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
寒
暖
差
に
注
意
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
が
健
康
で
い
き
い
き
と
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま

す
。

保
健
師

　
金
村
友
希

　
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

体
調
は
い
か
が
で
す
か
。
こ
の
時

期
は
、
寒
暖
差
が
原
因
の
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
が
増
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　「
暖
か
い
場
所
」
か
ら
「
寒
い

場
所
」
ま
た
「
暖
か
い
場
所
」
へ

と
順
番
に
移
動
す
る
と
、
急
激
な

温
度
の
変
化
が
あ
り
、
血
圧
の
上

昇
と
低
下
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

と
い
い
ま
す
。

　
寒
く
な
る
と
私
た
ち
の
体
は
、

血
管
を
収
縮
さ
せ
て
体
温
が
低
く

な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
調
節
し
て

い
ま
す
。
血
管
が
収
縮
し
た
こ
と

で
心
臓
は
よ
り
強
い
力
で
全
身
に

血
液
を
送
り
出
そ
う
と
す
る
た
め
、

血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
そ
の
状
態

の
ま
ま
暖
か
い
場
所
に
移
動
を
す

る
こ
と
で
、
血
管
が
拡
張
し
血
圧

が
急
激
に
低
下
し
ま
す
。
こ
れ
が

心
臓
へ
の
負
担
と
な
り
、
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
一
番
危
険
な
の
は
、
暖
か
い
部

屋
か
ら
寒
い
脱
衣
所
・
浴
室
に
移

動
す
る
入
浴
時
や
、
暖
か
い
寝
床

か
ら
寒
い
廊
下
・
ト
イ
レ
に
移
動

す
る
夜
間
の
ト
イ
レ
で
す
。
冬
場

は
、
室
内
の
寒
暖
差
が
な
い
よ
う

に
温
度
の
調
整
を
し
、
寒
い
場
所

に
移
動
を
す
る
際
に
は
防
寒
着
を

着
用
し
て
寒
さ
を
調
整
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
摂

取
、
適
量
の
飲
酒
、
運
動
習
慣
、

禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
に
も
心
が

け
、
動
脈
硬
化
を
予
防
し
て
い
く

こ
と
も
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
予

寒
暖
差
に
は
注
意
が
必
要
で
す
！

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
「
白
井
市
第
4
期
障
害
福

祉
計
画
（
案
）」「
白
井
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
案
）」「
第

6
期
白
井
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、

市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
行
い
ま
す
。

　
案
は
、
各
担
当
課
や
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図

書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
策
定
な
ど

に
当
た
っ
て
の
参
考
と
し
、
結
果
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
開
し
ま
す
。

　
各
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

　
意
見
の
提
出
は
、所
定
の
用
紙（
各

担
当
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
（
2
月
17
日
㈫

消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
、
図
書
館
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
あ
る
「
意
見
回
収
箱
」
に

投
か
ん
か
、
直
接
各
担
当
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

し
ろ
いこ

こ
ろ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5

　
し
ろ
い
こ
こ
ろ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
毎
年
N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・

ち
ば
と
市
が
共
催
で
「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
は

大
丈
夫
？
〜
つ
な
が
る
危
う
さ
　

ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
依
存
〜
」
で
す
。

　
第
1
部
で
は
、
千
葉
県
警
察
少

年
セ
ン
タ
ー
の
心
理
士
と
依
存
を

専
門
に
扱
っ
て
い
る
医
療
機
関
の

専
門
家
を
招
い
て
の
講
演
、
第
2

部
で
は
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質

問
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
い
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
作

っ
た
陶
芸
や
絵
画
な
ど
の
展
示
も

行
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
1
日
㈰
　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
作
品
の
展
示
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。

講
師
お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト

　
千
葉

県
警
察
少
年
セ
ン
タ
ー
上
席
相
談

専
門
員

　
遊
間
千
秋
さ
ん
、
雷
門

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
精
神
保
健

福
祉
士
　
今
井
裕
子
さ
ん
、
木
野

崎
病
院
精
神
保
健
福
祉
士
　
並
木

徹
さ
ん

参
加
費
　
無
料

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

3
つ
の
計
画
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

1

　 

白
井
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画

（
案
）

　
市
で
は
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
始

ま
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
向
け
て
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
今
後
、
子
育
て
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
上
で
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

申
・
問

　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
・

（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

 jidou
-k
a

tei@
city.sh

iroi.ch
iba.jp

へ

2

　 

第
6
期
白
井
市
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
（
案
）

　
市
で
は
、
平
成
27
〜
29
年
度
に
実

施
す
る
高
齢
者
施
策
や
介
護
保
険
事

業
を
定
め
る
「
第
6
期
白
井
市
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
計
画

案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

申
・
問

　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
・

（
4
9
8
）
4
8
3
2
・

k
aig
o-

h
ok
en
@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へ 3

インフルエンザを予防しましょう
　現在、インフルエンザが流行しています。
　インフルエンザにかからないためにも手洗いや
うがいをし、「咳エチケット」にも心がけましょう。
　万が一インフルエンザにかかった場合は、無理
に登校・出勤をして感染を広げないなど、インフ
ルエンザ予防策の徹底をお願いします。
■問　健康課保健予防班　☎（497）3495

しろい麻婆豆腐

　
E
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
は
、

件
名
に
各
計
画
の
名
称
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
意
見
回
収
箱
の
投
か
ん
は
、
各
セ

ン
タ
ー
の
休
館
日
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

直
接
意
見
を
持
参
す
る
場
合
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
の
提
出
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

応
募
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
法
人
や
団
体

応
募
期
間
　
〜
17
日
㈫

5
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子
育
て
応
援
講
座

　
　

「
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ

ス
!!
〜
小
児
科
医
師
か

ら
子
育
て
を
す
る
皆
さ

ん
へ
〜
」

　
小
児
科
医
師
に
よ
る
、
子
育
て
の

「
ハ
ッ
ピ
ー
感
」
を
育
む
講
座
で
す
。

　
病
気
に
も
予
防
接
種
に
も
、
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
マ
マ
友
」
を
作
り
た
い
人
や
子

育
て
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
た
い
人

は
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
2
月
22
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時

〜
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
妊
婦
や
2
〜
6
カ
月
未
満
の

子
を
育
て
て
い
る
保
護
者
と
そ
の
家

族
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

※
2
〜
6
カ
月
未
満
の
子
ど
も
も
一

緒
に
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
1
歳
以
上
　
10
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師
　
と
り
う
み
小
児
科
　
鳥
海
佳

代
子
院
長

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
出
産
日
ま
た
は
出

産
予
定
日
、
電
話
番
号
、
あ
れ
ば
質

問
事
項
、
同
伴
す
る
家
族
が
い
る
場

合
は
続
柄
、
保
育
希
望
の
場
合
は
子

ど
も
の
氏
名
お
よ
び
年
齢
を
、
2
月

14
日
㈮
ま
で
に
健
康
課
母
子
保
健
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
・

ken

kou@
city.shiroi.chiba.jp

へ

※
E
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、

件
名
に
「
子
育
て
応
援
講
座
」
と
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を
飲
み

な
が
ら
、
出
産
経
過
の
話
や
呼
吸
法

の
練
習
、
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い

て
、
気
軽
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
助
産
師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

が
皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

　
出
産
予
定
日
が
近
い
妊
婦
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
れ
ま
す
。

日
時
　
2
月
5
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
〜
9
カ
月

ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

　市では、市立保育園の待機児童などの解消を図るた
め、限られた任期で短時間勤務を行う保育士を募集し
ます。
募集要件・人数　保育士の資格を有し、昭和43年4月2
日以降に生まれた人（45歳以下）　7人
※選考基準により選考します。
任期　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
※週31時間以内での勤務となります。詳細については
募集案内にあります。
勤務場所　市立保育園（清水口保育園・南山保育園・桜台保育園）
■申・■問　所定の申込書（総務課・市ホームページにあります）に必要事項
を記入の上、保育士登録証の写しを添えて、1月16日㈭から2月14日㈮まで
に、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

任期付短時間勤務職員（保育士）
を募集します

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

リ
ウ
マ
チ
で
困
っ
て
い

る
人
へ

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
人
に
役
立
つ
体

操
や
、
日
常
生
活
上
の
工
夫
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
6
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
炎
症
や
痛

み
が
落
ち
着
い
て
い
る
人
お
よ
び
そ

の
家
族
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
3
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
5
へ

～おやこの食育教室～

おやこわくわく味
み そ

噌作り体験
　「味噌作り」を通して、日本の伝統的な食文化を親子で見つめ直して
みませんか。
日時　2月8日㈯　午前11時～午後1時30分（受け付け　午前10時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住の小学生とその保護者　12組（申し込み順）
内容　食育の話、味噌作り
※作った味噌を持ち帰りることができ、おにぎりと豚汁の昼食が付きま
す。
持ち物　エプロン、手ふき用タオル、飲み物、筆記用具、三角巾
参加費　1,500円（味噌・昼食代）
保育　あり　（1歳以上・申し込み順）
■申・■問　子どもと保護者の氏名、学年、住所、電話番号を1月27日㈪
までに、電話かＥメールで健康課健康づくり班　☎（497）3494・{ 
kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

住み慣れた地域で
                安心して暮らすために
　11月15日号、12月15日号に引き続き、
市が指定している地域密着型サービスを紹
介します。シリーズ最終回の今号では、小
規模の特別養護老人ホームと介護専用型特
定施設を紹介します。料金体系などは表の
とおりです。
申　各事業所へ
問　高齢者福祉課介護保険班　☎（497）
3473

地域密着型サービス最終回3

介護保険

自己負担の目安（1日）

要介護1 669円
要介護2 740円
要介護3 814円
要介護4 885円
要介護5 955円

※その他管理費、食費、日
常生活費、オムツ代、理美
容代などが掛かります。

④地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護サービス

自己負担の目安（1日）

要介護1 568円
要介護2 637円
要介護3 710円
要介護4 779円
要介護5 850円

※その他部屋代、食費、日常
生活費、理美容代などが掛か
ります。

⑤地域密着型特定施設入居者
生活介護サービス

　要介護1以上の人が利用できる定
員29人以下の小規模で運営される
特別養護老人ホームです。少人数の
入所者に対し、入浴、排せつ、食事
の介護など、日常生活の世話、機
能訓練、健康管理や療養上の世話
を行う施設です。

【市内の事業所】
◆特別養護老人ホーム
　　　　　　　サクラビア
神々廻1927-6
☎（498）3191

　要介護1以上の人が利用できる定員29人
以下の小規模で運営される介護付きの有料
老人ホームで、食事、入浴、排せつなどの
介護や、リハビリが受けられます。

【市内の事業所】
◆リハモードホーム
根235-2　☎（497）1907

自己負担の目安（1回）

対象 金額
（共用型）

金額
（単独型）

要支援1 474円    906円
要支援2 502円 1,012円
要介護1 512円 1,048円
要介護2 530円 1,161円
要介護3 549円 1,275円
要介護4 567円 1,389円
要介護5 585円 1,503円
※その他食費、日常生活費が掛かります。

お詫びと訂正
　12月15日号の認知症対
応型通所介護サービスの
自己負担の目安（1回）は、
共用型の施設の場合の目
安であり、掲載した「リ
ハモードテラス」は単独
型施設となります。
　単独型施設の自己負担の
目安は右表のとおりです。
お詫びして訂正します。

➡

◆高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第6期）
の策定に向けて
　介護保険の事業の展開や地域密着型の施設などを計画的に配置するた
め、その基礎資料となる住民意識調査を1月後半から2月にかけて実施し
ます。この意識調査は、40歳から64歳までのうち、無作為抽出による2,000
人と、65歳以上の在宅者全員を対象に実施します。
　平成27年度からの3年間の計画を策定する大切な基礎資料となります
ので、調査への協力をお願いします。

6
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市民の実態と意識調査の結果
項目 40歳～ 64歳の人 65歳以上および要介護２以下の人

住まい方や普段
の外出の移動方
法などについて
（複数回答）

　子どもと同居が56㌫と多く、男性の92
㌫、女性の64㌫が仕事をしています。
　外出の移動手段は、自動車（自分で運
転）が78㌫です。

　夫婦2人暮らしが44㌫と多く、仕事を
している人は23㌫です。
　外出の移動手段は70㌫が徒歩、自動車
（自分で運転）は49㌫です。

地域活動などに
ついて

　地域活動は、自治会活動や子ども関係
の活動が中心です。今後は趣味やスポー
ツ、健康づくり活動にもっと取り組みた
いと考えています。
　地域での活動や人づきあいは、女性の
方が活発です。

　趣味やスポーツ、自治会活動、ボラン
ティアの順で参加が多くなっており、い
ずれも男性の参加率が女性を上回ってい
ます。

介護予防や制度
について

　介護予防に関心がある人は72㌫で
すが、市の介護予防事業との関わりは、
あまりありません。
　介護保険制度を「知っている」のは
56㌫で「聞いたことがある」「知らない」
と答えた人は43㌫となっています。

　年齢とともに運動や外出、物忘れ、う
つなどの項目で機能低下が進み、要支援
認定を受けていない人でも何らかのリス
クがある人が約半数います。
　介護予防にも意欲的で、79㌫の人が「介
護予防に関心あり」と答えています。

望ましい老後の
暮らし方につい
て

　「子どもとの近居派」が36㌫、「別居派」
が22㌫、「同居派」が11㌫、「分からない」
が29㌫となっています。

　「子どもとの近居派」が32㌫、「同居派」
が27㌫、「別居派」が14㌫、「分からない」
が27㌫となっています。

白井市における介護の現状
～アンケート結果から見る現状について～
　市では、高齢者福祉と介護保険事業を計画的に実施するため、平成27年度か
ら29年度までを計画期間とする「第6期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保
険事業計画」を策定します。
　計画策定にあたり、実態を把握するため、今年2月に市内に暮らす40歳以上
の皆さんにアンケートを実施しました。そのアンケートの集計から把握した市
における介護の状況などをお知らせします。
　アンケート結果の詳細は、情報公開コーナーや市ホームページなどで閲覧す
ることができます。
■問　高齢者福祉課介護保険班　☎（497）3473

アンケート調査の実施概要
対象　市内在住の40歳以上の人
　　　（介護保険被保険者）
調査期間　2月5日～ 24日
調査方法　郵送配布・郵送回収

調査の種類（調査対象） 配布数 回収数 回収率
①40歳～ 64歳の市民調査（無作為抽出） 1,992人 1,029人 51.6㌫
②65歳以上および要介護２以下の市民調査
（全数） 12,600人 8,912人 70.7㌫

③要介護3以上の市民調査（全数） 523人 260人 49.7㌫

※40歳～ 64歳の人のうち、要支援1～要介護2の認定を受けている
人は②に、要介護3以上の認定を受けている人は③に含んでいます。

　住まいは「施設入居」が31㌫です。
　利用したい介護保険サービスや市の福祉
サービスとしては「福祉用具」「デイサー
ビス」「ホームヘルプ」「ショートステイ」「福
祉タクシー」「住宅改造費助成」などを利
用したいとあげています。
　要介護になった要因としては「脳卒中」
が30㌫、「認知症」が28㌫、「骨折や転倒に
よる」が19㌫となっています。
　介護者は、主に配偶者か子どもですが「老
老介護」なども少なくありません。
　介護者は「精神的・身体的な疲れ」「周
囲の理解」「介護を協力してくれる体制を
確保しにくい」などを感じています。
　今後の住まいについては「今の自宅で暮
らし続けたい」が59㌫、「介護施設など別
のところに住みたい」が22㌫となっていま
す。

いつまでも健康で生き生きと過ごすためのサービスの充実
（健康相談、介護予防教室など）

いつまでも健康で生き生きと過ごすための環境づくり
（団体・仲間づくりなど）

互いに支え合う地域づくり
（地域活動の支援、地域の人が集える場所や機会の充実など）

高齢になっても活躍できる場所や機会の充実
（仕事やボランティア活動など）

高齢になっても安心して暮らしていける施設の充実
（高齢者向けの住宅、老人ホームなど）

高齢になったら通える場所の充実
（サロン、デイサービスなど）

高齢になっても安心して暮らしていけるサービスの充実
（ホームヘルプ、訪問看護など）

いざというときの安心を支えるサービスの充実
（緊急のショートステイ、救急医療、緊急通報など）

病気やけがからの回復を助ける仕組みの充実
（リハビリのための施設や人材の確保など）

44.6
52.6

33.8

34.4
42.7

21.5

32.2
38.8

21.9

42.2
33.4

13.1

55.4
60.6

50.0

39.0
41.0

32.7

58.9
54.6

42.7

63.2
65.4

56.2

40.2
48.0

45.0

10 20 30 40 50 60（％）

40 ～ 64 歳

65 歳以上お
よび要介護
2以下

要介護 3以上

よく知っている

13.0％

少し知っている

43.0％

聞いたことはある

34.1％

知らない

9.0％

40 ～ 64歳の人ができること 要介護3以上の人がして欲し
いこと

①安否確認　61％ ①話し相手　13％
②話し相手　32％ ②安否確認　10％
③ごみ出しなど　29％ ③ごみ出しなど　8％
④掃除当番などの軽減　24％ ④掃除当番などの軽減　8％
⑤家周りの掃除　22％ ⑤外出の付き添い　7％
※「特にない」を除く上位項目（①～⑤は順位）

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために市が力をいれるべきこと
　いざというときを支えるサービス、安心して暮らしていける施設・サービス、健康を支
えるサービスなどの充実が求められています。（複数回答、単位：％）

介護保険制度の認知状況
（対象　40 ～ 64歳の人）

要介護3以上の人の実態と意識

地域の中でできること・して欲しいこと
　地域の中では安否確認、話し相手などで高齢者を支えら
れる・支えてほしいという意向がみられます。（複数回答）

◆独居・日中独居が増加
　対応状況から、独居高齢者や日中独居、高齢者夫婦のみの世帯が増えていると感じます。このような世帯は病弱になったとき、孤立化してしまい
がちで心配です。
◆認定には1カ月かかります
　介護保険の認定は、申し込みから1カ月以上かかってしまいますが、申し込めばすぐ利用できると思っている人もいます。スムーズに制度を利用す
るためには、できるだけ早めの相談が必要となります。
　病院から退院する時になってはじめて「どうしよう」となるケースも多いので、事前に事業者や高齢者福祉課へ相談してもらいたいです。
◆早すぎると思っても
　介護予防などは早めのリハビリが効果的。回復する姿はスタッフのやりがいにもなります。「まだ大丈夫」と考える前に、相談をしてもらいたいです。
　65歳以上の介護予防事業も重要ですが、40 ～ 50代・青年層が介護予防に関心を深めるきっかけがあればと思います。

市内で介護保険サービスを提供する事業者さんの声　～ 3月に事前アンケートと懇談会からなる事業所調査を実施しました～

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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保

健

師

で

す

面
を
含
め
た
社
会
性
の
発
達
や
認

知
機
能
の
発
達
な
ど
に
対
す
る
良

い
影
響
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
が
ん
ば
る
お

母
さ
ん
た
ち
の
励
み
に
な
れ
ば
と

思
い
、
文
部
科
学
省
の
「
幼
児
期

運
動
指
針
」
に
よ
る
身
体
を
動
か

す
遊
び
の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

【
体
を
動
か
す
遊
び
の
効
果
】

○
体
力
・
運
動
能
力
の
基
礎
を
培

う○
丈
夫
で
健
康
な
体
に
な
る

○
意
欲
的
に
取
り
組
む
心
が
育
ま

れ
る

○
強
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
育
つ

○
認
知
能
力
の
発
達
に
も
効
果
が

あ
る

※
「
幼
児
期
運
動
指
針
」
の
「
幼

児
期
」
と
は
「
3
か
ら
6
歳
ま
で

の
小
学
校
就
学
前
の
期
間
」
を
指

し
ま
す
。

　
指
針
に
関
し
て
の
詳
細
は
、
文

部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp://w

w
w
.m

ex
t.g

o.

jp/a_m
en

u
/sports/u

n
d

ou
sisin

/1319771.h
tm

）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
保
健
師

　
矢
野
し
の
ぶ

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
こ
の
季

節
で
も
公
園
な
ど
で
は
子
ど
も
た

ち
が
寒
さ
に
負
け
ず
、
顔
を
赤
く

し
な
が
ら
走
り
回
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
前
会
っ
た

幼
稚
園
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
は

「
上
の
子
は
幼
稚
園
で
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
き
て
も
遊
び
足
り
な
い
み

た
い
で
、
毎
日
帰
り
に
公
園
に
遊

び
に
行
く
ん
で
す
。
下
の
子
も
い

る
し
、
早
く
帰
っ
て
夕
飯
の
支
度

も
し
た
い
の
に
…
。 

」
と
苦
笑
い

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私

は
話
を
伺
い
な
が
ら
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
す

る
す
て
き
な
お
母
さ
ん
だ
な
」
と

思
い
ま
し
た
。

　
最
近
の
調
査
で
は
、
幼
児
が
毎

日
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
身

体
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
精
神

幼
児
期
の
遊
び
が
体
も
心
も
育
て
ま
す

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 梅とレンコンの
野菜炒め

材料（2人分）
豚肩ロース（薄切りのもの）80㌘、
塩小さじ1/8、こしょう少々、レン
コン100㌘、ニンジン50㌘、長ネギ
1/2本、ピーマン1個、シメジ50㌘、
梅干し（大）1個半、酒大さじ1、しょ
うゆ大さじ1/2、サラダ油小さじ1、
塩少々
作り方　①豚肉は一口大に切り、塩・
こしょうをまぶす　②レンコンは皮
をむき、2から3㍉㍍厚の半月切り、ニンジンは薄切り、長ネギは
1㌢㍍幅のぶつ切り、ピーマンは長さを半分にして1㌢㍍幅の細切
り、シメジは小房に分ける　③梅干しは種を除いて果肉をあらみ
じん切りにし、酒・しょうゆを加える　④フライパンでサラダ油
を熱して豚肉、レンコン、ニンジンを炒め、豚肉の色が変わった
らピーマン、長ネギ、シメジを入れる　⑤④に火が通ったら③を
加え、汁気がなくなるまで炒め、塩・こしょうで味を調える

栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　この1品で1日に必要な野菜の1/3を摂取することができます。梅
肉で風味をつけた炒め物なので、さっぱりと食べることができま
す。ビタミンCも豊富な旬のレンコンで、食感も楽しんでみましょ
う。よくかんで食べることで満腹感も出るので、食べ過ぎの防止
につながります。
1人当たりの栄養価　190㌔㌍、野菜摂取量120㌘、塩分2.2㌘

梅とレンコンの野菜炒め

白
井
市
次
世
代
育
成
支

援
対
策
地
域
協
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
白
井
市
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
（
し
ろ
い
子
ど
も

プ
ラ
ン
）
の
中
で
、
目
指
す
ま
ち
の

姿
を
実
現
す
る
た
め
に
具
体
的
な
施

策
と
し
て
掲
げ
る
1
8
4
項
目
の
事

業
を
評
価
す
る
「
白
井
市
次
世
代
育

成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年
間

対
象

　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で

子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
平
日

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

　
3
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
）

※
会
議
は
平
成
24
年
度
中
に
1
回
、

平
成
25
年
度
中
に
2
回
程
度
、
平
成

26
年
度
中
に
4
回
程
度
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　
選
考
結
果
は
、
後
日
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

保
育

　
あ
り

報
償

　
会
議
1
回
5
、
0
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
児
童
家

庭
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
25
日
㈫
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
か
直
接
児
童
家
庭
課
児
童
家

庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

成
年
後
見
制
度
講
演
会

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
は
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の

人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
を
決
定
し
、

財
産
の
管
理
や
生
活
の
見
守
り
な
ど

を
通
し
て
支
援
す
る
制
度
が
「
成
年

後
見
制
度
」
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
行
政
書
士
の
本
多
誠
さ
ん
に

よ
る
「
知
っ
て
安
心
・
使
っ
て
安
心

〜
知
っ
て
お
き
た
い
成
年
後
見
制
度

の
活
用
術
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
4
日
㈫
・
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
15
日
㈯
・
白
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

時
間

　
午
後
2
時
〜
4
時

対
象

　
一
般

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
を

希
望
す
る
会
場
を
記
入
・
入
力
の
上
、

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

7
4
・

（
4
9
8
）
4
8
3
2
・

 ch
iik

i-h
ok

atsu
@
city

.sh
i

roi.ch
iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ラ
ジ
オ
で
「
梨
ト
レ
体

操
」
が
紹
介
さ
れ
ま
す

　
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
1
で
放
送
さ
れ

て
い
る
「
世
の
中
面
白
研
究
所
」
の

全
国
の
ご
当
地
体
操
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
、
ご
当
地
体
操
の
「
梨
ト

レ
体
操
」
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
「
梨
ト
レ
体
操
」
を
広
め
、
介

護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
切
っ
掛
け

に
し
て
い
ま
す
。
D
V
D
や
C
D
も

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
体
操
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

放
送
日
時

　
12
月
3
日
㈪

　
午
後
8

時
5
分
〜
8
時
55
分

問
　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

市
民
公
開
講
座

　「
脳
卒

中
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　
市
民
の
介
護
が
必
要
と
な
る
要
因

の
第
1
位
は
「
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒

中
）  

」
で
す
。

　
講
座
で
は
、
脳
卒
中
に
な
ら
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
日
本
医
科
大
学

千
葉
北
総
病
院
脳
神
経
外
科
の
小
林

士
郎
教
授
が
講
演
し
ま
す
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
（
開
場

　
午
後
1
時
）

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
2
3
0
人
（
先
着
順
）

問
　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎ 

（
4
9
7
）
3
4
9
4

男
性
料
理
教
室
〜
知
ろ

う
!
作
ろ
う
!
か
ん
た

ん
料
理
〜

　 

「
定
年
を
迎
え
て
自
分
で
料
理
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
「
料
理

の
基
本
を
学
び
た
い
」
と
い
う
男
性

の
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。  「
塩
少

々
っ
て
ど
の
ぐ
ら
い
?
」
と
い
っ
た

料
理
に
関
す
る
疑
問
や
計
量
ス
プ
ー

ン
の
使
い
方
な
ど
、
料
理
の
基
本
か

ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
料
理
を
通
し
て
毎
日
の
食
生

活
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
増
進
に
役

立
て
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
教
室
で
は
食
生
活
改
善
推
進
員
が

調
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
で
、
料

理
の
初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
1
月
9
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
1
月
17
日
㈭
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分
〜
）

対
象

　
定
年
退
職
し
た
市
内
在
住
・

在
勤
の
男
性

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー

　
焼
き
餃
子
、
ほ
う
れ
ん

草
と
ワ
カ
メ
の
お
ひ
た
し
、
ス
ー
プ

な
ど

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
参
加
希
望
日
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
電
話
で
健
康
課
健

康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）
3

4
9
4
へ

献
血
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

健
康
増
進
ル
ー
ム
臨
時

休
館

　
市
で
は
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
次
の
日
時
に
健
康
増
進
ル
ー
ム

を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
時

　
4
日
㈫

　
午
前
9

時
〜
午
後
1
時
、
6
日
㈭
・
13
日
㈭
・

20
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

問
　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎ 

（
4
9
7
）
3
4
9
4

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
市
民
講
座
「 

『
女

性
と
ス
ト
レ
ス
』
〜
生
き
生
き
と
!

私
ら
し
く
!
〜
」

日
時

　
19
日
㈬

　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
佐
倉
市
）　

対
象

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

内
在
住
・
在
勤
者

　
1
0
0
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
成
田
赤
十
字
病
院
精
神
神
経

科
　

小
池
香
医
師

申
・
問

　
3
日
㈪
か
ら
電
話
で
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉

課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
6

へ

インフルエンザに注意を
　インフルエンザ流行のピークは、おおむね1月と2
月です。冬は気温が低く、乾燥した状態が続くため
にウイルスが長生きできることと、乾燥した冷たい
空気で、のどや鼻の粘膜が弱ることが流行の原因で
す。また年末年始の人の移動で、ウイルスが全国的
に広がることも原因の一つだといわれています。
　日常で可能なポイントを再確認して、インフルエ
ンザを予防しましょう。
【予防のポイント】
●外出後はうがい、手洗いをする
●流行しているときは人混みへの外出を控える
●十分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、日頃か
らバランスよく栄養をとる
●加湿器を活用するなど、適度な温度・湿度を保つ
●「咳エチケット」を心掛ける
＜「咳エチケット」とは＞
○咳やくしゃみの出ている人はマスクを着用する
○咳やくしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を被
い、他人から口をそむけて、約1㍍以上離れる
○鼻水などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨
てる
○咳やくしゃみを手で押さえたり、鼻をかんだりし
た後はすぐに手を洗う
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
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米
山
教
育
長
が
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た

　
10
月
4
日
、
平
成
25
年
度
の
地
方

教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
、
米
山
一

幸
教
育
長
が
地
方
教
育
行
政
功
労
者

表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
米
山
教
育
長
は
、
平
成
17
年
6
月

か
ら
現
在
ま
で
、
教
育
長
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
地
方
教
育
行
政
の
充
実

発
展
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
に
対
し

て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
庶
務
班
　
内
線
3

4
1
2

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
か

ら
の
お
知
ら
せ

◆
天
文
講
演
会

「
太
陽
系
の
小
さ
い
星
た
ち
」

　
は
や
ぶ
さ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

か
か
わ
り
、「
な
ぜ
、
め
い
王
星
は

惑
星
じ
ゃ
な
い
の
？
」
の
著
者
で
も

あ
る
情
報
通
信
研
究
機
構
の
布
施
哲

治
さ
ん
が
、
太
陽
系
小
天
体
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時

　
9
日
㈯

　
午
後
3
時
〜
4
時

20
分

対
象
　
一
般
　
86
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
大
人
　
2
0
0
円
・
中
学

生
以
下
　
無
料

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

申
・
問

　
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
（
4
9
2
）

1
1
2
5
へ

◆
勤
労
感
謝
の
日
企
画

「
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム
」

　
毎
日
多
忙
な
皆
さ
ん
に
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ム
の
満
天
の
星
の
下
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
時
間
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
大
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
空
を
満
喫

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
今
回
は
周
囲

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
星
空
の
下

で
眠
り
に
落
ち
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈷
　
午
後
4
時
10
分
〜

4
時
50
分

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

対
象
　
一
般
　
86
人
（
先
着
順
）

料
金
　
市
内
・
2
1
0
円
、
市
外
・

3
1
0
円

※
投
映
開
始
30
分
前
か
ら
入
場
券
を

販
売
し
ま
す
。

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5

郷
土
資
料
館
小
展
示

　

　
　
　
　
　「
浮
世
絵
」

　
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
絵
画
の
一

つ
で
あ
る
浮
世
絵
は
、
日
本
で
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
で
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。

　
今
回
、
歌
川
広
重
に
よ
る
「
下
総

小
金
原
」
と
い
っ
た
白
井
市
周
辺
に

展
開
し
た
牧
の
様
子
を
描
い
た
も
の

や
、
年
末
に
は
ド
ラ
マ
も
放
映
さ
れ

る
「
忠
臣
蔵
」
を
描
い
た
も
の
な
ど
、

個
人
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

郷
土
資
料
館
が
保
管
し
て
い
る
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
23
日
㈷
〜
12
月
27
日
㈮

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
　
郷
土
資
料
館
　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

中
木
戸
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
改
修
工
事
の

お
知
ら
せ

　
中
木
戸
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

11
月
1
日
㈮
か
ら
平
成
26
年
3
月
31

日
㈪
ま
で
コ
ー
ト
の
改
修
工
事
の
た

め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
10
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
発
足
さ
せ
、
子
育
て
環
境
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
な
が
ら
、
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
新
制
度

は
、
平
成
24
年
8
月
に
公
布
さ
れ
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
」
に

基
づ
き
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保

育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　
各
自
治
体
が
こ
の
制
度
に
基
づ
い

て
、
保
育
・
子
育
て
施
設
な
ど
へ
の

給
付
制
度
の
創
設
や
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
制
度
は
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
一
部
な
ど
に

よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
対
す
る

支
援
を
充
実
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
制
度
の
本
格
的
な
開

始
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
成
27
年
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
新
制
度
の
主
な
内
容

①
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
の
総
合
的
な
提
供

　
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
提

供
す
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
制
度
の

改
善
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
、
保
育
所
（
園
）、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
共
通
の
財
政

支
援
を
し
、
全
て
の
子
ど
も
に
公
平

な
「
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・

保
育
の
総
合
的
な
提
供
」
を
目
指
す

も
の
で
す
。

②
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
に
よ
る

待
機
児
童
の
解
消

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
保
育

の
受
け
入
れ
人
数
を
増
や
す
な
ど
、

待
機
児
童
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
す
。

③
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
童
保
育
や

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
、
延
長
保
育
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
妊
婦

健
診
な
ど
の
事
業
の
拡
充
を
図
る
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
相

談
の
受
付
や
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
、
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
多
様
な
内

容
か
ら
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

※
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
S  http://w

w
w
8.cao.

go.jp/shou
sh
i/sin

seido/

に

あ
り
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す

　
市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
き
、
地
域
の
保
育
需
要
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
子
育
て
支
援

に
携
わ
っ
て
い
る
人
な
ど
の
意
見
を

反
映
し
た
「
白
井
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
平
成
27
年
度

か
ら
5
年
の
計
画
期
間
で
策
定
し
ま

す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
子
育
て
団
体
関

係
者
や
有
識
者
な
ど
で
組
織
す
る

「
白
井
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
、
具
体
的
な
検
討
を
行
い

ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
す
る
た
め
に
、
子
育
て

の
現
状
や
意
見
、
要
望
を
伺
う
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
11
月
初
旬
に
、
無
作
為
抽
出
に
よ

り
選
ん
だ
子
育
て
中
の
約
3
千
世
帯

に
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。

　
調
査
票
が
届
い
た
場
合
は
、
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
　
内

線
5
3
1
1

 

　市では、平成26年4月から保育所に新規に入所を希望する子
どもの申し込みを次のとおり受け付けます。
　市内の保育園の情報は、市ホームページで確認することがで
きます。
受け付け期間　12月2日㈪～平成26年1月31日㈮
※保護者の勤務形態や通勤などにより、他市町村の保育所入所
を希望する人は、12月2日㈪までに直接児童家庭課へ申し込ん
でください。
入所対象保育所　（公立）清水口保育園、南山保育園、桜台保
育園
（私立）白井保育園、ひまわり保育園、白井ふじ保育園、こざ
くら保育園
※はなぶさ保育園への入所を希望する人は、直接はなぶさ保育
園　☎（497）7870に問い合わせてください。
入所基準　保護者が次の①から④までのいずれかに該当し、家
庭での保育が困難な場合（同居の祖父母などの家族が保育でき
る場合を除く）
①毎日就労している
②母親の出産前後
③保護者の病気・けが、または病人・障害者などの介護に当たっ
ている
④火災・風水害などの災害に遭い復旧に当たっている
■申・■問　所定の申込書（児童家庭課、市ホームページ、はな
ぶさ保育園を除く各保育園にあります）に必要事項を記入の上、
受け付け期間内に直接児童家庭課保育班　☎（497）3488へ
※受け付け期間を過ぎての申込書の提出は受け付けません。

平成26年度
保育所入所申し込みについて

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
マ
イ
ル
育
児
講
座

　

「
卒
乳
・
断
乳
」

日
時
　
29
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
（
清
水
口
保
育
園
内
）

対
象

　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
熊
谷
由
里
助
産
師

申
・
問

　
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ス
マ
イ
ル
（
清
水
口
保
育
園
内
）

☎
（
4
9
1
）
8
2
0
1
へ

不
活
化
ポ
リ
オ
の
追
加

接
種
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　
昨
年
接
種
が
開
始
さ
れ
た
不
活
化

ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
う
ち
、
4
回
目

の
接
種
（
追
加
接
種
）
に
つ
い
て
、

今
ま
で
は
国
の
承
認
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成

24
年
11
月
に
承
認
さ
れ
接
種
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
回
目
の
接
種
が
終
了
し
て
か
ら

1
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

子
ど
も
の
体
調
の
良
い
と
き
に
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
か
ら
追
加
接
種
時
期
に
つ
い
て

の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
母
子

手
帳
で
前
回
の
接
種
し
た
時
期
を
確

認
し
な
が
ら
、
予
防
接
種
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

表彰を受けた米山教育長

非常勤職員を募集します
　地域包括支援センター（高齢者サポートセンター）では、
介護保険で要支援者が受ける予防給付のケアマネジメン
トを行う非常勤職員を募集します。
募集要件・人数　社会福祉士か保健師、介護支援専門員
の資格を持つ人　1人
勤務期間　11月中旬～平成26年3月31日㈪（更新あり）
勤務日時　月～金曜日（日曜日、祝日を除く）　午前9時
～午後4時
※土曜日に勤務がある場合があります。
時給　1,300円（別途通勤手当あり）
■申・■問　8日㈮までに履歴書（写真貼付）に必要事項を
記入の上、資格を証明する書類の写しを添えて、郵送か
直接高齢者福祉課内地域包括支援センター（高齢者サ
ポートセンター）　☎（497）3474へ
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子ども子育て支援に係るアンケート調査報告書がまとまりました

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

子ども子育て支援に係るアンケート調査報告書がまとまりました
　平成27年度から「子ども・子育て関連３法」に基づいた子ども・子育て支援制度が
始まることを受け、各市町村では平成26年度中に「子ども子育て支援事業計画」（平成
27年度を初年度とする5年計画）を策定することとなっています。
　市では、この計画策定に向けて子育て中の皆さんが「子ども・子育て」について、
日ごろ考えていることや利用したいサービスなどを把握するためにアンケート調査を
実施し、このたび調査報告書がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
　皆さんからいただいた回答は、今後の市の子ども子育て支援施策を検討するための
資料として活用します。
　アンケート結果の詳細については、児童家庭課、情報公開コーナー、図書館、市ホー
ムページで閲覧することができます。
■問　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487

実施概要
調査地域 市内全域

調査対象
①小学校就学前の児童の保護者　2,000人
②小学校の児童の保護者　1,000人

調査期間 平成25年11月7日～ 11月25日
調査方法 郵送配布・郵送回収

回収結果
調査対象 配布数 回収数 回収率

①就学前児童保護者調査 2,000件 1,205件 60.3㌫
②就学児童保護者調査 1,000件 541件 54.1㌫

合　計 3,000件 1,746件 58.2㌫

①回答者の内訳（単数回答）
　両調査ともに「母
親」が約9割と大半を
占めています。

0 20 40 60 80 100

②市への定住意向（単数回答）
　両調査ともに「暮
らしたい」が約8割と
大半を占めています。

0 20 40 60 80 100

③子どもの子育て（教育を含む）をする上で、
気軽に相談できる人（単数回答）
　子どもの子育て（教
育を含む）をする上
で、気軽に相談できる
人については、「いる
/ある」が就学前児童
調査では9割半ば、就学児童調査では9割弱と大半を占めています。

0 20 40 60 80 100

③で「いる」/「ある」と回答した人で、気軽に相談できる先
（就学前児童1,138人、就学時児童475人・複数回答）

就学前児童 就学児童

　両調査ともに「子
どもの祖父母等の親
族」「友人や知人」
が7割 以上と多く
なっています。

④母親の就労状況（単数回答）

　就学前児童調査では「以
前は就労していたが、現在
は就労していない」、就学
児童調査では「パート・ア
ルバイト等で就労しており、
産休・育休・介護休業中で
はない」がともに4割半ば
で最も多くなっています。

就学前児童 就学児童

⑤幼稚園などの「定期的な教育・保育の事業」の利用
（就学前児童のみの調査・単数回答）

　「利用している」が6
割弱で最も多くなって
います。 0 20 40 60 80 100（％）

⑤で「利用している」と回答した人で、利用している事業
（回答者698人・複数回答）

　「幼稚園」が5割強で最も多く、次いで「認可保育所」、「幼稚園の預か
り保育」となっています。

(%)

51.7

10.9

35.7

8.6

0.0

3.0

0.4

0.4

0.1

0.7

3.4

0.1

0 10 20 30 40 50 60

⑥市に期待する子育て支援（複数回答）
　就学前児童調査
では「保育園や幼
稚園に掛かる費用
負担を軽減して欲
しい」が6割半ば
と最も多く、次い
で「子ども連れで
も出掛けやすく楽
しめる場所を増や
して欲しい」「安
心して子どもが医
療機関にかかれる
体制を整備して欲
しい」となってい
ます。
　就学児童調査で
は「安心して子ど
もが医療機関にか
かれる体制を整備
して欲しい」が４
割半ばと最も多く、
次いで「子ども連
れでも出かけやす
く楽しめる場所を
増やして欲しい」
「放課後子ども教
室の場所を増やして欲しい」となっています。

就学前児童 就学児童

〜
臨
時
福
祉
給
付
金

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
〜

6
月
30
日
㈪
か
ら
申
請

の
受
け
付
け
を
開
始

　
低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て
世
帯
へ

の
配
慮
と
し
て
給
付
す
る
2
つ
の
給

付
金
の
申
請
書
を
、
6
月
26
日
㈭
以

降
に
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
等
へ
送

付
し
ま
す
。

　
申
請
の
受
付
期
間
は
、
6
月
30
日

㈪
か
ら
9
月
30
日
㈫
ま
で
で
す
。
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
給
付
金
は
、

ど
ち
ら
か
1
つ
で
、
1
回
限
り
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
各
給
付
金

の
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
給
付
金
の
申
請
に
あ
た
り
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
非
課
税
世

帯
等
お
よ
び
住
民
税
未
申
告
者
の
一

部
の
人
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、

扶
養
の
状
況
な
ど
に
よ
り
対
象
者
全

て
の
人
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
書
が
送
付
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
審
査
の
結
果
、
要

件
に
該
当
し
な
い
場
合
は
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

　
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
へ

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
（
公
務
員
を

除
く
） 

。
た
だ
し
、
審
査
の
結
果
、

平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
や
支

給
対
象
者
に
該
当
し
な
い
場
合
は
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ

と
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
2
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
　
児

童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

　
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
7

2014.6.15 4
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2014.9.1 2

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　「（
仮
称
）
白
井
市
歯

科
口
腔
（
こ
う
く
う
）

保
健
の
推
進
に
関
す
る

条
例
（
素
案
）」

　
現
在
「（
仮
称
）
白
井
市
歯
科
口

腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を

作
成
中
で
す
。

　
こ
の
条
例
で
は
、
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
し
た
基
本
理
念
を
定
め

ま
す
。

　
歯
科
口
腔
保
健
に
お
け
る
市
の
責

務
な
ど
を
明
確
に
し
、
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

な
が
ら
、
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健

康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　「
白
井
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
（
素
案
）」

　
現
在
「
白
井
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
国
が
定
め
た
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
発
生
時
に
感
染
拡
大

を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
市
民
の
生

命
お
よ
び
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
や
、

市
民
の
生
活
お
よ
び
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間

　
1
日
㈪
〜
16
日
㈫

申
・
問

　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
・
（
4
9
2
）

3
0
3
3
・

 k
en
k
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

　「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
に
お
け

る
基
準
の
概
要

　 

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
の
実
施
に
あ
た
り
、
子
育
て
関

係
の
施
設
お
よ
び
事
業
の
設
備
や
運

営
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定
め
ま

す
。

　
次
の
基
準
（
骨
子
案
）
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
白
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

●
白
井
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準

●
白
井
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

応
募
期
間
　
1
日
㈪
〜
16
日
㈫

申
・
問

　
児
童
家
庭
課
保
育
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
8
・
（
4
9
2
）

3
0
3
3
・

 jid
o
u
-k
ate
i@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

～キャンパスピ市民と友達になりませんか～
ホームステイ受け入れ家庭を募集
　国際交流事業
の一環として、友
好都市のオース
トラリア・ビク
トリア州・キャ
ンパスピ市代表
団が白井市を訪
れます。
　滞在中は、ホー
ムステイをしながら、「ふるさとまつり」への参加や、
市で計画したプログラムに沿った視察などを行います。
　ホストファミリーになってキャンパスピ市民と直接
触れ合い、友好を深めませんか。
　受け入れ期間中は、家庭での宿泊や食事の提供、指
定場所までの送迎などの協力をお願いします。
滞在期間　10月17日㈮～ 20日㈪（3泊4日）
※諸事情により、予定が変更になる場合があります。
募集家庭数　10家庭（申し込み順）
■申・■問　住所、氏名、電話番号を、9月12日㈮までに、
電話かファクス、Ｅメールで企画政策課男女共同参画室
内線3354・5・{ kikaku-seisaku@city.shiroi.chiba.jpへ

昨年の代表団とホストファミリーの皆さん

20
日
か
ら
26
日
ま
で
　

　
動
物
愛
護
週
間
で
す

◆
動
物
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
不
適
切
な
飼
育
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の

み
な
ら
ず
、
動
物
に
関
す
る
苦
情
や

ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
動
物
に
対
し
虐
待
行
為
を
疑
う

よ
う
な
報
告
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
は
、
飼
い
主
が
動
物
の
習
性

や
生
体
を
理
解
し
て
飼
育
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い

人
も
、
動
物
の
命
を
大
切
に
す
る
よ

う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
動
物
と
の
触
れ
合
い
な

ど
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
、
い
た
わ
り
の
心
を
育
ん
で

い
き
ま
せ
ん
か
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

は
済
ん
で
い
ま
す
か

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
生
涯
に
1
回

の「
犬
の
登
録
」と
毎
年
1
回
の「
狂

犬
病
予
防
注
射
」
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
飼
っ
て
い
る
犬
が
ま
だ

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
予
防
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
を
接
種
す
る
と
、
接
種
し
た

証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
証
明
書
類
を
持
参
し
、
市
役
所
環

境
課
で
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」

の
交
付
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
数
料

　
注
射
済
票
の
交
付

　
5
5

0
円
、
新
規
登
録

　
3
、
5
5
0
円

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3

2
7
6
・
7

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
を
一
部
助
成

　
千
葉
県
獣
医
師
会
と
千
葉
県
動
物

保
護
管
理
協
会
で
は
、
飼
い
犬
・
猫

の
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
千
葉
県
獣
医
師
会
の
会
員
動
物
病

院
で
飼
い
犬
、
飼
い
猫
が
不
妊
去
勢

手
術
を
受
け
た
場
合
に
助
成
利
用
券

で
手
術
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま

す
。
子
犬
や
子
猫
が
産
ま
れ
て
も
育

て
ら
れ
な
い
人
や
産
ま
れ
た
ら
困
る

人
は
、
必
ず
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
期
間
は
12
月
26
日
㈮
ま
で
で

す
。

対
象
　
飼
い
犬
・
猫
8
0
0
匹
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

助
成
金
額
　
5
、
0
0
0
円

注
意
点

●
1
世
帯
当
た
り
1
頭
（
1
通
）
の

み
と
な
り
ま
す
。

●
飼
い
犬
の
場
合
、
平
成
26
年
度
狂

犬
病
予
防
注
射
済
み
で
市
へ
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
高
齢
や
生
後
半
年
未
満
、
病
気
な

ど
に
よ
り
手
術
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
手
術
を
希

望
す
る
県
獣
医
師
会
会
員
の
動
物
病

院
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
千
葉
県
獣
医
師
会
で
は
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
装
着
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
同
時
に
装
着
す

る
場
合
は
、
抽
選
時
に
優
遇
し
ま
す
。

た
だ
し
、
手
術
の
時
に
装
着
を
取
り

や
め
る
場
合
は
、
当
選
が
無
効
と
な

り
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
を
手
術
と
同
時

子どもが健やかに成長できるために

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

1

2

3

に
行
う
場
合
、
費
用
の
一
部
（
1
、

0
0
0
円
ま
で
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

申
　
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面
に

飼
い
主
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
、
往
信
・
返
信
の

裏
面
両
方
に
飼
い
犬
・
猫
の
別
、
雌

雄
の
別
、
手
術
時
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
装
着
希
望
の
有
無
（
別
料
金
） 

、

飼
い
犬
・
猫
の
名
前
、
年
齢
、
毛
色
、

犬
の
場
合
は
平
成
26
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
番
号
を
記
入
し
、
手
術
を
希

望
す
る
県
獣
医
師
会
会
員
の
動
物
病

院
の
ゴ
ム
印
を
押
印
の
上
、
20
日
㈯

か
ら
26
日
㈮
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、

〒
2
6
0
―
0
0
0
1

　
千
葉
市
中

央
区
都
町
4
6
3
―
3

　
公
益
社
団

法
人
千
葉
県
獣
医
師
会
「
不
妊
・
去

勢
手
術
普
及
事
業
」
係
へ

※
手
術
を
希
望
す
る
動
物
病
院
の
ゴ

ム
印
が
無
い
場
合
は
、
無
効
と
な
り

ま
す
。

　
は
が
き
の
書
式
や
県
獣
医
師
会
会

員
の
動
物
病
院
は
、
公
益
社
団
法
人

千
葉
県
獣
医
師
会
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
環
境
課
で
は
、
申
し
込
み

用
の
は
が
き
（
切
手
代
は
自
己
負
担
）

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
　
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
獣
医
師

会
　
☎
0
4
3
（
2
3
2
）
6
9
8

0
、 

千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

☎
0
4
3
（
2
1
4
）
7
8
1
4
、

市
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3
2

7
6  

・
7

就
職
面
接
練
習
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　 

ｉ
ｎ
印
西

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
・
印
西
・
鎌

ケ
谷
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
順
次
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
面
接
の
基
本
的
な
流
れ

や
マ
ナ
ー
を
確
認
し
、
入
室
か
ら
退

室
ま
で
の
面
接
の
一
連
の
流
れ
を
実

践
練
習
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

に
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個

別
に
相
談
で
き
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
相

談
（
1
人
10
分
程
度
）」
や
求
人
情

報
一
覧
表
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈮
　
午
後
1
時
10
分
〜

午
後
3
時
50
分

※
開
始
10
分
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

　
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号

館
（
印
西
市
）

対
象

　
就
職
を
希
望
し
て
い
る
15
歳

　
市
で
は
「（
仮
称
）
白
井
市
歯

科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」「
白
井
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
け

る
基
準
の
概
要
」
に
つ
い
て
、
市

民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
行
い
ま
す
。

　
素
案
は
、
各
担
当
課
や
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

図
書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
.
策
定

な
ど
に
当
た
っ
て
の
参
考
と
し
、

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

　
各
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

　
意
見
の
提
出
は
、
所
定
の
用
紙

（
各
担
当
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
、
図
書
館
お
よ
び
各
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
回

収
箱
」
に
投
か
ん
か
、
直
接
各
担

当
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
は
改
修

工
事
で
休
館
中
の
た
め
、
素
案
の

閲
覧
お
よ
び
意
見
の
投
か
ん
は
で

き
ま
せ
ん
。

応
募
対
象

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
、
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
や
団
体

か
ら
39
歳
ま
で
の
人
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班
内
線
3
2
4
2
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
　
☎
0
4
7
（
4
2

6
）
8
4
7
1
へ

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
を
希
望
す

る
場
合
は
、
申
し
込
み
の
際
に
一
緒

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
30
日
㈫
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
（
3
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
3
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
3
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

ペットも家族の一員です

11
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材料（2人分）
豚薄切り肉2枚、ニンジン1/4本、ダ
イコン3㌢㍍、ダイコンの葉少々、
ゴボウ1/5本、ジャガイモ1個、長ネ
ギ1/4本、固形コンソメ1/2個、みそ
小さじ1、牛乳60cc、ごま油小さじ1、
水250cc
作り方　①豚肉は一口大に、長ネギ
は小口切りにする。②ニンジンとゴ
ボウはたわしで良く洗い斜め切り、ダイコンはイチョウ切り、ジャ
ガイモは皮をむき8等分に切る。③鍋を中火で熱し、ごま油を入
れ鍋になじんだら豚肉を加え炒める。④豚肉の色が変わったら、
②の材料を加え炒める。⑤分量の水と固形コンソメを加え、野
菜が柔らかくなるまであくを取りながら煮る。⑥1㌢㍍の長さに
切ったダイコンの葉を加え軽く火を通したら、火を止めてみそを
煮汁で溶きのばして加える。⑦牛乳を加えてひと煮立ちさせ、長
ネギを加える。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　「乳和食」という言葉を聞いたことはありますか。乳和食とは、
和食に牛乳や乳製品を使用し、減塩とカルシウムアップを図るメ
ニューのことです。和食は栄養バランスがよく健康的な食事です
が、高血圧症の原因となる塩分が多くなる傾向にあります。いつ
ものみそ汁のみそを半分にし、牛乳を加えることで、コクやうま
みがでて、少ない塩分でもおいしく食べられます。
1人当たりの栄養価　184㌔㌍　塩分1.0㌘　カルシウム84㍉㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 洋風ミルク豚汁

看

護

師

で

す

ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
接
種
と
し
て
接
種

を
受
け
ら
れ
る
の
は
1
回
で
、
5

年
毎
に
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
っ
た
時
に

接
種
を
受
け
そ
び
れ
て
し
ま
う
と
、

全
額
自
費
で
の
接
種
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
5
年
後
の
平
成
31
年
に
は
、
65

歳
に
な
る
人
の
み
と
な
る
予
定
で

す
。
自
分
の
健
康
の
為
に
、
対
象

と
な
っ
た
時
に
は
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
違
い
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
制

度
は
複
雑
で
す
の
で
、
不
明
な
点

は
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
以
外
の
予
防
対

策
も
一
緒
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
号

に
掲
載
し
て
い
る
「
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
つ
い
て
の
記
事

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

看
護
師

　
穂
﨑
桂

　
今
年
は
、
市
内
の
学
校
で
は
10

月
末
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
学
級
閉
鎖
な
ど
を
行
っ
た
所
が

あ
り
、
例
年
よ
り
流
行
の
兆
し
が

早
い
状
況
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か
。

ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
10
月
か
ら
、
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種

に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
の
は
、

4
月
2
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日

ま
で
に
、
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
95
・
1
0
0
歳
に
な
る
人
と
、

1
0
0
歳
以
上
に
な
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
に
は
、

既
に
定
期
接
種
の
通
知
は
発
送
済

み
で
す
が
、
該
当
と
思
わ
れ
る
人

で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
接
種
期
限
は
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
定
期
接
種
は
、
過
去
に
接

種
し
て
い
る
人
は
対
象
外
と
な
り

定
期
接
種
や
予
防
接
種
を
忘
れ
ず
に

洋風ミルク豚汁

「
白
井
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
新
感
染
症
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
、
国
や
県
な
ど
と
連
携
し
て
発
生

段
階
に
応
じ
た
総
合
的
な
対
策
を
推

進
す
る
た
め
「
白
井
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
想
定
し
た
対
策
の
選
択
肢
を
示
す

も
の
で
す
。
実
際
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、

感
染
力
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、
行

動
計
画
な
ど
で
記
載
す
る
も
の
の
う

ち
か
ら
、
実
施
す
べ
き
対
策
を
選
択

し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
計
画
お
よ
び
計
画
の
概
要
】

◆
対
象
と
す
る
感
染
症

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
再
興
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
過
去

に
世
界
で
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
）

●
新
感
染
症
（
そ
の
感
染
力
の
強
さ

か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
社
会
的
影
響
が
大
き
な
も
の
）

◆
対
策
の
目
的

●
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
を
保
護
す

る●
市
民
生
活
お
よ
び
市
民
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す

る◆
発
生
段
階
お
よ
び
主
要
6
項
目

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発

生
段
階
を
、
千
葉
県
と
同
様
に
「
未

発
生
期
」
↓
「
海
外
発
生
期
」
↓
「
国

　「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が

流
行
す
る
ピ
ー
ク
は
、
お
お
む
ね
1

〜
2
月
で
す
。

　
冬
に
流
行
す
る
理
由
は
、
温
度
が

低
く
乾
燥
し
た
状
態
は
ウ
イ
ル
ス
が

長
生
き
で
き
、
乾
燥
し
た
冷
た
い
空

気
で
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
の
人
の
移
動
で 

ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
広
が
る
こ
と

も
原
因
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
常
で
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
再

確
認
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
ポ
イ
ン

ト●
外
出
後
の
う
が
い
、
手
洗
い

●
流
行
し
て
い
る
時
は
人
ご
み
へ
の

外
出
を
控
え
る

●
十
分
に
休
養
を
と
り
、
体
力
や
抵

抗
力
を
高
め
、
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス

よ
く
栄
養
を
と
る

●
加
湿
器
を
活
用
す
る
な
ど
、
適
度

な
温
度
・
湿
度
を
保
つ

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る

◆
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は

●
咳
や
く
し
ゃ
み
の
出
て
い
る
人
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

●
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
被
い
、
他
人
か

ら
口
を
そ
む
け
て
、
で
き
る
限
り
1

〜
2
㍍
以
上
離
れ
る

●
鼻
水
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る

●
咳
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
押
さ
え
た

り
、
鼻
を
か
ん
だ
り
し
た
後
は
す
ぐ

に
手
を
洗
う

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
で
増

え
て
、
熱
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は

色
々
な
種
類
が
あ
り
、
一
度
か
か
る

と
、
そ
の
時
の
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に

対
し
て
抵
抗
す
る
力
（
こ
れ
を
免
疫

と
い
い
ま
す
）
が
高
ま
り
ま
す
。
例

年
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

い
い
、
毎
年
か
か
る
人
が
多
い
た
め
、

多
く
の
人
が
免
疫
を
も
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
今
ま
で
一
度
も
流
行
し
た

こ
と
が
な
い
も
の
で
、
新
し
い
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
誰
も
が
抵
抗
す
る
力

を
も
た
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は

何
が
違
う
の

内
発
生
早
期
（
県
内
未
発
生
期
）
〜

県
内
発
生
早
期
」↓「
県
内
感
染
期
」

↓
「
小
康
期
」
の
5
段
階
に
設
定
し

ま
す
。

　
発
生
段
階
ご
と
に
「
①
実
施
体

制
」「
②
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
情
報

収
集
」「
③
情
報
提
供
・
共
有
」「
④

予
防
・
ま
ん
延
防
止
」「
⑤
医
療
」「
⑥

市
民
生
活
お
よ
び
市
民
経
済
の
安
定

の
確
保
」
の
主
要
6
項
目
に
つ
い
て

の
対
策
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
閲
覧

　
計
画
は
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
9
月
1
日
か
ら
16
日
ま
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

12
月
1
日
か
ら
「
児
童

扶
養
手
当
法
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災

年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
で

き
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
な

ど
の
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
、
所

得
に
応
じ
て
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
1
人
の
場
合
の
児
童
扶

養
手
当
の
最
高
年
額
は
、
4
9
2
、

2
4
0
円
（
月
額
4
1
、0
2
0
円
）、

2
人
の
場
合
に
は
、
5
5
2
、      

2
4

0
円
（
月
額
4
6
、0
2
0
円
）
で
す
。

　
公
的
年
金
な
ど
の
年
額
が
こ
れ
よ

り
低
い
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
は
個
々
の

状
況
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
12
月
か
ら
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

平
成
27
年
3
月
ま
で
に
児
童
家
庭
課

に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

健
診
結
果
相
談
会

　
今
年
の
健
診
結
果
を
詳
し
く
見
ま

し
た
か
。
毎
年
同
じ
よ
う
な
結
果
だ

か
ら
大
丈
夫
」「
ほ
と
ん
ど
異
常
な

し
だ
か
ら
詳
し
く
見
て
い
な
い
」
な

ど
、
結
果
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
健
康
を
損
な
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
相
談
会
で
は
、
市
で
行
っ
た
健
診

以
外
の
結
果
で
も
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
、
健
診
結
果
の
見
方
や
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
栄
養
士
と
保
健

師
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
健
診
結
果
表
を
準
備
し

て
か
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
4
日
㈭
・
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
19
日
㈮
・
西
白
井
複
合

セ
ン
タ
ー

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
相
談
時
間
は
1
人
30
分
程
度
で
す
。

対
象
　
今
年
度
の
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
の
結
果
を

相
談
し
た
い
人

持
ち
物
　
健
診
結
果
表
、
筆
記
用
具

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
健
康
づ
く

り
推
進
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9

4
へマ

タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
＋
α

　
妊
娠
中
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
を

学
ん
だ
後
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
18
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
20
分
（
受
け
付
け
　
午
後
1
時

15
分
〜
）

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　

60
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
医
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
注
意

に
関
す
る
講
話
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
星
の
誕
生

の
話

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
パ
ー

ト
ナ
ー
・
無
料
、
そ
れ
以
外
の
人
・

2
1
0
円
（
観
覧
料
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では、図の3カ所の区間で道路の舗装修繕工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘導員を配置した上で、交
通規制を行います。
■問　道路課管理用地班　内線3213・5

13
日
㈬
〜
19
日
㈫

友
好
都
市
提
携
週
間

　
市
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

ビ
ク
ト
リ
ア
州
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と

平
成
10
年
2
月
13
日
に
友
好
都
市
提

携
を
結
び
、
市
民
や
中
学
生
同
士
の

相
互
訪
問
や
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

絵
の
交
換
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
皆
さ
ん
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ

市
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
今
年
も
2
月
13
日
㈬
か
ら
19

日
㈫
ま
で
の
期
間
を
「
友
好
都
市
提

携
週
間
」
と
し
、
期
間
中
は
写
真
展

の
開
催
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
映

を
行
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
写
真
展

　
8
月
か
ら
10
月
ま
で
に
掛
け
て
実

施
し
た
交
流
事
業
の
様
子
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ピ
市
の
風
景
な
ど
を
撮
影
し
た

写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

　
13
日
㈬
〜
19
日
㈫

　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
夜
空
」

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
星
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

　
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
午
後
1

時
30
分
〜

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

観
覧
料

　
市
内
在
住
者

　
大
人
2
1

0
円
、
子
ど
も
1
0
0
円

　
市
外
在

住
者

　
大
人
3
1
0
円
、
子
ど
も
1

5
0
円

問
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
5

人
権
擁
護
委
員
が
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

中
か
ら
人
格
・
見
識
の
優
れ
た
人
た

【白井地区】
期間　2月中旬～下旬（工
事日数は5日間程度）
交通規制区間　■部分
（車両片側交互通行）

【堀込・池の上地区】
期間　2月上旬～中旬（工事日数は3日
間程度）
交通規制区間　■部分（通行車線減少）

【神々廻地区】
期間　2月上旬～ 3月上旬（工事日数は5日間程度）
交通規制区間　■部分（車両片側交互通行）

ち
が
選
ば
れ
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

の
中
で
人
権
を
尊
重
す
る
思
想
の
普

及
と
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
人

を
救
済
し
、
そ
の
人
権
を
擁
護
し
て

い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
現
在
全

国
で
1
4
、  

0
0
0
人
お
り
、
人
権

に
関
す
る
相
談
や
啓
発
に
関
す
る
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
興
津
圭
子
さ
ん
と
松
倉
正
昭
さ
ん

の
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
坂
本
兼
一
さ
ん
と
山
本
香
緒

利
さ
ん
が
1
月
1
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で

の
3
年
間
で
す
。

　
現
在
市
内
で
は
今
回
委
嘱
さ
れ
た

2
人
の
ほ
か
富
沢
賢
司
さ
ん
、
國
島

千
惠
子
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

〜
賢
く
キ
レ
イ
に
な
る
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
&
メ
イ
ク
術
〜

　
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
と
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
で
は
、
職
場
や
家
庭
な
ど
の
日
常

で
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
や
メ
イ
ク
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時

〜
）

場
所

　
市
川
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

対
象

　
県
内
在
住
で
現
在
就
業
中
の

女
性

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

工
藤
倫
子
さ
ん

保
育

　
生
後
6
カ
月
〜
就
学
前

　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　

保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加

者
お
よ
び
保
育
を
希
望
す
る
子
の
氏

名
・
性
別
、
参
加
者
の
住
所
・
電
話

番
号
を
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
千
葉
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
5

2
）
8
0
3
6
・

0
4
3
（
2
5

2
）
8
0
3
7
・k

en
k
y
ou

se

@
m
z.p

ref.ch
ib
a.lg

.jp

か
市

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

　
内

線
3
3
5
5
・

0
4
7
（
4
9
1
）

3
5
1
0
・k

ik
ak

u
-seisak

u

@
city

.sh
iroi.ch

iba.jp
へ

問
　

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
☎
0
4
3
（
2
5
2
）
8
0
3
6

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
28
日
㈭
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
4

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
8
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
8
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
8
期
分
）

　
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

木下
街道

植物園

印西
市 
→

コンビニエンス
ストア

通所介護施設

神々廻

↑ 

白
井
運
動
公
園

河
原
子
街
道

白井

保育園

木
下
街
道

↑ 

白
井
工
業
団
地

幼稚園

病院

国道464号 →

↑ 

白
井
駅

堀込

池の上

し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞

金
が
掛
か
り
ま
す
）  

。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　

収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す

る
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜
平
成

27
年
3
月
31
日
（
2
年
間
）

対
象

　
市
内
在
住
で
平
日
開
催
す
る

会
議
に
出
席
で
き
る
満
20
歳
以
上
の

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
3
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
）

※
会
議
は
年
4
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
保
険
年

金
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
2
月
15
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
直
接
保
険
年
金
課
保
険
年
金

班
　

内
線
3
1
7
4
へ

【
船
橋
年
金
事
務
所
】

◆
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

の
納
付
が
便
利
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
次
の
よ
う
な
割
引
制
度
も
あ

る
の
で
、
便
利
で
安
心
で
す
。

※
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
て
い

る
人
は
、
割
引
制
度
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
早
割
】

　
通
常
翌
月
末
に
振
り
替
え
ら
れ
る

各
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
の
振
り

緑
道

舗装修繕工事を行います

庁舎建設等検討委員会委員を募集します
　市では、現在老朽化などのために整備を検討している市役所庁舎につい
て、今後の整備に関する基本計画の策定や基本設計などで文化・女性・福
祉などのさまざまな視点から幅広く意見を伺い、事業を推進するために設
置する「白井市庁舎建設等検討委員会」の委員を募集します。
任期　平成25年4月～庁舎整備終了時
対象　市内在住・在勤の20歳以上で次のいずれかの要件を満たす人　5人
○市役所の機能や公共施設のあり方などに関心がある人
○建築や行政に関する業務の従事経験がある人
※平成22年度以降に市と業務契約などを締結した人や業務契約などを締結
した事業所などに所属する人は応募できません。
　委員の選考に当たっては、市の選考基準により選考します。
　会議は、平日の昼間に月1回程度開催する予定です。
報酬　会議1回6,600円
■申・■問　所定の申込書に必要事項を記入した上で、平成24年3月に白井市
役所庁舎整備検討委員会から提出された提言書の内容を踏まえた「これか
らの市庁舎のあり方や庁舎整備の進め方など」について記述したレポート
（A4用紙3 ～ 5枚程度、1枚につき1,000文字程度）、市内在住者は在住状況
の確認に関する同意書、市内在勤者は住所・氏名・年齢・勤務地が分かる
ものの写しを添えて、3月1日㈮（必着）までに郵送か直接管財契約課管財
契約班　内線3341・2へ
※申し込みの際は、必ず事前に募集要項で内容を確認してください。
　申込書、在住状況の確認に関する同意書、募集要項は管財契約課、各セ
ンター、市ホームページにあります。
　提言書は、市役所情報公開コーナーと市ホームページにあります。

替
え
に
変
更
す
る
と
、
保
険
料
か
ら

月
額
50
円
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

【
前
納
】

　
6
カ
月
分
か
1
年
度
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
、
一
定
割
合
の
金
額
が
割
り
引
か

れ
ま
す
。

※
振
替
日
は
6
カ
月
分
が
4
月
30
日

㈫
と
10
月
31
日
㈭
、
1
年
度
分
が
4

月
30
日
㈫
な
の
で
口
座
の
残
高
不
足

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
分
の
割
り
引
き
額
に

つ
い
て
は
、
船
橋
年
金
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
申
込
用
紙
（
各
年
金
事
務

所
・
市
内
各
金
融
機
関
・
市
保
険
年

金
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
2
月
28
日
㈭
ま
で
に
直

接
船
橋
年
金
事
務
所
☎
0
4
7
（
4

2
4
）
8
8
1
1
か
口
座
振
替
を
希

望
す
る
金
融
機
関
へ

13
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庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

庁
舎
整
備
の
必
要
性
　

　
現
市
役
所
庁
舎
は
、
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
き
、
昭
和
56
年
に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
、
耐
震
性
能
が
不
足
し
て

い
る
ほ
か
、
外
壁
や
設
備
な
ど
の
老

朽
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
*

な
ど
建
設
後
の
社
会
環
境
の
変
化
へ

の
対
応
も
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境
整
備

や
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
拠
点
と
し

て
の
機
能
も
備
え
た
新
庁
舎
の
整
備

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
平
成
23
年
度
に
有
識
者
や
公
募
市

民
な
ど
に
よ
り
設
置
し
た
「
白
井
市

役
所
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」
か
ら

は
、
整
備
が
急
が
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

整
備
手
法
と
し
て
は
、「
減
築
+
新

築
」
案
が
有
力
で
あ
る
旨
の
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
は
各
種
調
査
検
討
を

進
め
、
本
年
度
か
ら
は
、
市
議
会
議

員
、
有
識
者
、
公
募
市
民
な
ど
に
よ

り
新
た
に
「
白
井
市
庁
舎
建
設
等
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
目
的   

①
概
略
の
施
設
規
模
、
目
標
と
す
る

事
業
費
お
よ
び
財
源
、
施
設
機
能
、

敷
地
利
用
お
よ
び
各
部
署
の
配
置
な

ど
の
計
画
策
定

②
平
成
23
年
度
の
提
言
に
示
さ
れ
た

比
較
検
討
案
3
案
（「
新
築
案
」「
改

修
案
」
「
減
築
＋
新
築
案
」）
を
精

査
し
、
今
回
さ
ら
に
L
C
C
（
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
3
ペ
ー
ジ
参

照
））
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
整
備
手
法
を

選
定

③
基
本
設
計
に
向
け
た
課
題
の
整
理

庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

庁舎整備の基本理念・基本方針
　市の最上位計画である「第 4次総合計画」の将来像である「市民と築く安心で健康なまち　しろい」の実現に向けて、4つの庁舎整備の「基

本理念」を掲げ、その基本理念を具現化する方策として 10 項目の「基本方針」をまとめました。

白
井
市
の
将
来
像

　「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち

　
し
ろ
い
」

（1）人・暮らし・ 
      命を守る拠点 
      としての庁舎

（2）市民主体のま
　　ちづくりと市
　　民協働を進め
　   る開かれた庁舎

（3）市民の財産で
      ある豊かな緑
      と水を守る環 
      境にやさしい  
      庁舎

（4）行き届いた行
      政サービスを
      提供する庁舎

基本理念

①市民を守る防災・防犯拠点としての庁舎
②全ての利用者にやさしい庁舎
③個人情報、行政情報のセキュリティを強化  
　した庁舎
④効率的で働きやすい庁舎
⑤市民の声が集約される議会機能を確保した        
　庁舎
⑥市民協働・市民活動に配慮した庁舎
⑦市のシンボルとして市民が親しみをもてる
　白井市らしい庁舎
⑧環境に配慮した庁舎
⑨市民の親しみと良好な職場環境が経済的に
　持続可能（サスティナブル *）な庁舎
⑩未来を見据え、変化にフレキシブル（柔軟）
　に対応できる庁舎

基本方針

③  プライバシーを保護できる窓口の例

庁舎建設等検討委員会の様子

① わかりやすい案内カウンターの例

② わかりやすいサインの例

④ 環境に配慮したソーラーパネルの例

█  防犯機能の強化
　防犯機能などを強化するため、「印西警察署の分庁舎など」の設置に向け、
千葉県警察本部と協議を進めます。
※警察署の分庁舎などを市役所内に設置することにより、白井地域における事件事
故への迅速・的確な初動対応が図れます。また、運転免許証の住所変更などを行う
警察窓口として、市民の利便性向上が図れます。

•外壁の老朽化

•屋上防水の劣化

•断熱性能不足

•雨漏りの発生

現庁舎の抱える課題
建築に関する課題 設備に関する課題

機能に関する課題各法令に関する課題

•昇降機・電気設備・機械設備・給

排水設備・議場設備の老朽化

•建設後の法律改正や新たな法律の
制定により、現行法令に適合してい
ない部分があります。（建築基準法、
バリアフリー法、省エネ法など）

•不十分な防災拠点機能
•情報管理機能・ICT 対応の遅れ
•執務室・相談室などのスペース不足
•わかりにくい窓口
•保健福祉センターとの連絡の不便

ひび割れの目立つ外壁 老朽化した空調設備

手すりの無い階段（バリアフリー法に不適合） 煩雑でわかりにくい窓口周り

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

•耐震強度の不足 （最小 Is 値 0.52）*

写真①～③は「さいたま市南区サウスピア」
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庁舎の整備手法の選定
　整備手法は次の 3案について、LCC（ライフサイクルコスト）、保健福祉センターと
の連携、工事期間中の業務への影響など、多様な視点から比較検討し、選定しました。

検討にあたって 既存庁舎の長寿命化
の検討
　コンクリートの劣化状況
など、既存躯体の耐久性に
ついて調査、検討の結果、
部分的に劣化している箇所
の補修・修繕を行うことに
より、改修から 50 年程度
使い続けることが可能であ
ると判断しました。

①建設規模については、現庁舎の規模約 9,000 平方㍍に新たな機能

　などが追加されることを考慮して 11,000 平方㍍と想定しました。

②既存躯
くた い

体の耐久性（長寿命化）について確認した上で、LCC の

　算定期間は 50 年としました。

③既存改修部分については、躯体の劣化部分は補修し、電気・機械

　設備、内外の仕上げは新築と同等に更新するものとしました。

　経済性や機能性から比
較検討した結果、総合的
にＣ案が庁舎の整備手法
として最も適当であると
判断しました。

　今後、基本設計
はＣ案「減築 +
新築案」をベース
として進めます。

基本設計での
課題

●適正な規模の設定
●耐震性確保のため
　の構造形式の選定
●建設コストの縮減
　および各種補助金
　の活用
●建設工期の短縮
●事業手法（発注方
　法）の検討

項目 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
建設費（税抜き）　　　　（A） 3,845,000 3,529,000 3,038,000
修繕・更新費（税抜き）   （B） 4,628,000 4,643,000 4,596,000
LCC（税抜き）　　　 （A+B） 8,473,000 8,172,000 7,634,000

動線計画 
（保健福祉センターとの連携）

現状より悪くなる
現状よりやや改善
する

現状より改善する 
（屋内通路により
接続）

工事期間中の業務への影響 小さい
大きい 

（仮設庁舎が必要）
小さい

工期 最も短い 長い 短い
プランニングの自由度 最も高い 低い 高い
建設に伴う廃棄物の量 大 小 中

█C案　配置図

保健福祉センター

車庫
減築改修棟

新築棟

駐車場エリア
駐車場エリア

駐車場エリア

駐車場
エリア

駐車場
エリア

県道千葉ニュータウン北環状線

県
道
白
井
停
車
場
線

住
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

█ 財源　
種別 金額（千円）

国の補助金など 67,000 
地方債 2,350,000 
千葉県市町村振興資金貸付金 357,000 
公共施設整備保全基金 463,000 
一般財源 168,000 
合計（税抜き） 3,405,000 

█ 事業費
項目 金額（千円） 備　考

建設工事費 3,038,000 
外構工事費、解体費など
含む

附帯施設費 85,000 
太陽光発電、梨棚コリ
ドール（連絡通路）など

設計費 
引越し費など

282,000 －

事業費合計 
（税抜き）

3,405,000 －

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
】

　「
情
報
通
信
技
術
」
の
略
。

情
報
処
理
お
よ
び
情
報
通
、
つ

ま
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
諸
分
野

に
お
け
る
技
術
・
産
業
・
設
備
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
。

【
Ｉ
ｓ
値
】

　
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
指
標

（
構
造
耐
震
指
標
）。
Ｉ
ｓ
値
0.6

以
上
は
耐
震
性
能
を
満
た
し
、

大
規
模
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
低
い
と

さ
れ
て
い
る
。

【
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
】

　「
持
続
可
能
な
」
と
い
う
意

味
。
将
来
の
環
境
や
次
世
代
の

利
益
を
損
な
わ
な
い
範
囲
内
で

社
会
発
展
を
進
め
よ
う
と
す
る

理
念
。

*
用
語
解
説

（単位：千円）

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
開
始

9
時
30
分
）

場
所
　
白
井
市
役
所
6
階
正
庁

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

募
集
期
間
　
1
月
28
日
㈫
〜
2

月
21
日
㈮

閲
覧
場
所
　
市
役
所
、図
書
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
た
だ
し
、

閉
庁
日
を
除
く
）

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班  

内
線
3
3
4
1
・
2

　

  h
t

tp://w
w
w
.city

.sh
iro

i.c
h
ib
a
.jp
/d
e
ta
il/

ch
ou
sh
a-seibi.h

tm
l

　
市
で
は
、
左
記
の
と
お
り
、

「
白
井
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画

（
案
）」
の
住
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

募
集
）
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
白
井
市
庁

舎
建
設
等
検
討
委
員
会
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
】

日
時

　
2
月
8
日
㈯

　

█ 整備手法ごとの比較

比較検討案

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
【既存免震改修＋新築案】 【既存減築改修＋新築案】

既存庁舎を全て取り壊し、新たに
11,000平方㍍の庁舎を建設する案

既存庁舎9,000平方㍍については耐震
化および老朽箇所の改修を行い、2,000
平方㍍を建設（新築）する案

既存庁舎9,000平方㍍については建物
の軽量化（4,000平方㍍の減築）によ
り耐震性を確保し、6,000平方㍍を建
設（新築）する案

整備手法

案の概要

【新築案】

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

LCCの検討
　一般的に LCCとは、企画・設計から、
建設、運用管理、最終的な解体再利用
まで、建築物の生涯にわたる全てのコ
ストの合計を指しますが、整備手法選
定のために LCCを比較する上では、「建
設」および運用管理の中の「修繕・更
新」にかかるコスト以外についてはＡ・
Ｂ・Ｃ案でほとんど差異が生じないた
め、「建設費」と「修繕・更新費」を算
出し、その合計を LCCとしました。

NTT

文化センター

白
井
駅
⬇

Ｈ 25年度 Ｈ 26 年度 Ｈ 27 年度 Ｈ 28 年度 Ｈ 29 年度 Ｈ 30 年度
基本計画

整備手法の選定・庁舎に必要な機
能などの整理・課題の抽出など

基本設計

具体的な機能などの配置・規模の
検討・構造形式の選定など

実施設計

基本設計内容の精査・工事発注用
図面の作成・確認申請など

1 期工事

（新築棟工事）

2 期工事

（減築改修棟工事）

H26 年 2月

確認申請

新庁舎開庁
H29 年 4月

全庁舎開庁

引越し

引越し

H30 年 4月

█ 事業スケジュール
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※
会
議
は
年
間
5
回
程
度
で
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
市
民
活

動
支
援
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
13
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
市
民
活

動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班
　
内
線

3
1
5
1
・
2
・

 sh
im
in
k
atsu

dou@
city.shiroi.chiba.jp

へ

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
　

　
　
〜
市
・
県
民
税
〜

　
市
・
県
民
税
の
納
付
期
限
は
30
日

㈪
で
す
。

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）  

。

　
納
税
通
知
書
は
6
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。

　
市
税
の
納
税
は
、
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市
税
な

ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除

く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

6
月
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
推
進
強
化
月

間
」
で
す

　
万
が
一
の
時
、
事
故
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
有

効
で
す
。
昨
年
の
自
動
車
乗
車
中
の

事
故
に
よ
る
県
内
死
者
数
45
人
中
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
は
24
人

（
53
・
3
㌫
）
と
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
人
や
同
乗
す
る
家

族
、
知
人
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

春の叙勲
　4月29日に政府から「春の叙勲」の受章者
が発表され、市内では辻さんが受章しました。
瑞宝中綬章
　 辻靖三さん（大山口在住）

＜元土木研究所長＞

ベナン共和国大使講演会
　ゾマホン・ルフィン駐日ベナン共和国大使を
招き、西アフリカに位置するベナンの文化や歴
史、アフリカと日本のことについて、日本語で
講演を行います。
　ゾマホン・ルフィン大使は、約20年日本に滞
在し、テレビのバラエティー番組でタレントと
して活躍され、2011年に駐日特命全権大使に就
任されました。
日時　28日㈯　午後2時～ 4時
（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館中ホール
対象　一般　150人（先着順）
※事前申し込みの必要はあり
ません。
参加費　無料
■問　企画政策課男女共同参画
室内線3355・白井国際交流協
会　☎（497）3040

庁
舎
整
備
基
本
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

　
広
報
し
ろ
い
2
月
1
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
「
白
井
市
庁
舎
整
備

基
本
計
画
（
案
） 

」
に
つ
い
て
は
、

住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
を
経
て
、
3
月
27

日
に
川
岸
梅
和
庁
舎
建
設
等
検
討
委

員
会
委
員
長
か
ら
伊
澤
市
長
へ
答
申

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
政
策

会
議
に
諮
り
、
4
月
21
日
に
「
白
井

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
庁
舎
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
は

「
A
案
・
新
築
案
」「
B
案
・
既
存

免
震
改
修
＋
新
築
案
」「
C
案
・
既

存
減
築
改
修
＋
新
築
案
」
を
経
済
性

や
機
能
性
か
ら
比
較
検
討
し
た
結
果
、

C
案
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
判
断
し

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
は
、
管
財
契
約
課

や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
に
基
本
設
計
、
平

成
27
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
平

成
28
年
度
に
新
築
棟
建
設
工
事
、
平

成
29
年
度
に
減
築
改
修
棟
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
4
月
の
全
庁
舎
開
庁
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
住
民
説
明
会
】

（
開
催
日
2
月
8
日
、
意
見
数
12
件
）

●
整
備
手
法
の
検
討

●
建
設
費
等
の
ほ
か
に
光
熱
水
費
の

検
討

●
警
察
機
能
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

駐
車
台
数
の
確
保

●
白
井
駅
方
面
か
ら
の
庁
舎
へ
の
出

入
り

●
事
業
費
の
縮
減

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

（
実
施
期
間
1
月
28
日
〜
2
月
21
日
、

意
見
数
52
件
）

●
事
業
費
の
縮
減

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
等
行
政
機
能

の
検
討

●
耐
震
性
・
省
エ
ネ
等
施
設
性
能
の

検
討

●
市
民
活
動
機
能
の
確
保

●
議
会
機
能
の
位
置
お
よ
び
議
場
の

有
効
利
用

●
警
察
署
分
庁
舎
の
位
置
お
よ
び
警

察
車
両
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
区
別

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス

※
意
見
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い
て
は
、

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班
　
内

線
3
3
4
1
・
2

市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
に
お
け
る
立
候
補
予

定
者
の
説
明
会
を
開
催

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
を
、
7
月
6
日
㈰
に
行
う

予
定
で
す
。

　
立
候
補
を
予
定
す
る
人
に
対
し
て
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
6
月
9
日
㈪
　
午
後
1
時
30

分
〜

場
所
　
市
役
所
3
階
第
2
会
議
室

対
象
　
市
内
在
住
20
歳
以
上
で
、
市

内
に
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

内
容

　
選
挙
日
程
や
立
候
補
手
続
き

の
説
明

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
3
3

1
2  ・
3

西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委
員

会
の
公
募
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
建
設
に
関
し
、
同
施
設

の
設
計
お
よ
び
管
理
運
営
な
ど
を
調

査
審
議
す
る
た
め
、
西
白
井
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
人
も
委
員
と
し
て
会

議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
一
時
保

育
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
西
白
井
4
丁
目
に
在
住
し
、

地
区
の
代
表
者
と
し
て
委
員
会
に
参

加
し
た
い
人
も
、
併
せ
て
募
集
し
ま

す
。

対
象
　
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
、
18
歳
以
上
の
人
　
2
人

②
西
白
井
4
丁
目
に
在
住
し
、
18
歳

以
上
で
、
地
区
代
表
者
と
し
て
委
員

会
に
参
加
し
た
い
人
　
1
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
選
考

結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

任
期
　
7
月
下
旬
か
ら
施
設
の
建
設

が
終
了
す
る
ま
で

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

用
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
2

移
動
交
番
を
開
設
し
ま
す

　
6
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　「
振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
」
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所

　
3
日
㈫
、
10
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
運
動
公
園
、
16

日
㈪

　
午
後
2
時
〜
3
時
、
27
日
㈮

午
後
2
時
〜
4
時
・
セ
ー
ブ
オ
ン
千

葉
白
井
店
（
西
白
井
）  

、
28
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

白
井
河
原
子
店

臨
時
開
設
　
13
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

2
時
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
（
印
西
市
）

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

　
内
線
2

9
1

〜
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎

調
査
お
よ
び
商
業
統
計

調
査
を
実
施

　
総
務
省
お
よ
び
経
済
産
業
省
で
は
、

7
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対

象
に
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調

査
」
と
「
商
業
統
計
調
査
」
を
一
体

的
に
実
施
し
ま
す
。

　「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
」

は
、
事
業
所
・
企
業
の
基
本
的
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種

統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
の
整
備
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

　「
商
業
統
計
調
査
」
は
、
商
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す

る
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
次
の
2
つ
の
方
法
で
行
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
目
的
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
内
容
は
、
法
律
に
よ
り
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
統
計
調
査
員
に
よ
る
調
査
】

　
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
お
よ
び

新
設
さ
れ
た
事
業
所
を
対
象
に
、
統

計
調
査
員
が
6
月
末
ま
で
に
「
調
査

員
証
」
を
携
行
し
て
伺
い
ま
す
。

　
回
答
方
法
は
統
計
調
査
員
に
調
査

票
を
提
出
す
る
方
法
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

【
本
社
等
一
括
調
査
】

　
支
社
な
ど
を
持
つ
企
業
ま
た
は
組

織
の
本
社
な
ど
に
、
調
査
書
類
を
郵

送
し
ま
す
。

　
企
業
ま
た
は
組
織
全
体
の
内
容
と

と
も
に
、
支
社
等
ご
と
の
従
業
者
数

や
売
上
金
額
な
ど
に
つ
い
て
も
、
本

社
な
ど
に
お
い
て
、
郵
送
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
企
画
政
策
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
5
8

「総合計画・都市マスタープラン」の勉強会を開催
～市のこれからの「まちづくり」について一緒に考えてみませんか～

　市では、平成28年度からの新たな市のまちづくりの指針となる「第5次総合計画」と
市の都市計画に関する基本方針となる「都市マスタープラン」を策定しています。
　策定に当たり、将来の白井市の姿について皆さんと一緒に考える勉強会を開催します。
　勉強会では、それぞれの計画について説明するとともに、参加した皆さんが自由に意
見交換をする「ワークショップ」も行います。
日時　21日㈯・22日㈰　午後2時～ 5時（開場　午後1時30分～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤・在学者　各日30人（申し込み順）
※このほか無作為抽出により選出した人（各日70人程度）も参加します。
内容　総合計画と都市マスタープランについて、市の現状について、ワークショップ
「10年後の白井市の将来像について」（内容は2日間とも同じです）
■申・■問　氏名、住所、電話番号、年齢、性別、参加希望日を、13日㈮までに電話かファ
クス、Eメールまたは直接企画政策課企画政策班　内線3351・3・{ kikaku-seisaku@
city.shiroi.chiba.jpへ

答申書を手渡す川岸委員長（右側）

ゾマホン大使

移動交番
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振り込め詐欺多発！「怪しい」と感じたらすぐ相談を　印西警察署　☎0476（42）0110

庁
舎
整
備
基
本
設
計
（
案
）
の
住
民
説
明
会

お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す

■所得税の還付申告はお早めに…………2
■統一地方選挙の執行予定日……………3
■住居表示実施のお知らせ………………3
■白井市第4期障害福祉計画（素案）策定
に関するパブリックコメントを実施……4
■「高齢者クラブ」に参加しませんか…5No.769

1.15
平成 27年
（2015 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

任期付短時間勤務職員（保育士・
栄養士・調理員）を募集します
　市では、市立保育園の待機児童などの解消を図るため、限られた任期で

短時間勤務（週31時間以内）を行う保育士などを募集します。

勤務場所　白井市立保育園（清水口・南山・桜台）

募集要件　保育士・栄養士は各登録証を有し、調理員共に昭和44年4月2日

以降に生まれた人（45歳以下）

募集人数　保育士12人、栄養士1人、調理員1人

任期　平成27年4月1日～平成28年3月31日

　市では、職員の育児休業取得などに伴い、任期付職員（作業

療法士）の募集を行います。

勤務場所　こども発達センター（保健福祉センター内）

募集要件・人数　作業療法士の資格を有し、昭和44年4月2日以

降に生まれた人（45歳以下）　1人

任期　平成27年4月1日～平成28年3月31日

市育休任期付職員
（作業療法士）を募集します

■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、履歴書、資格証の写しを添えて、
2月10日㈫までに、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員と同様で、採用期間を定めた職員です。

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
を

◆
申
告
が
必
要
な
人

　
市
・
県
民
税
の
申
告
ま
た
は
確
定

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
27
年
1

月
1
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
26
年
中
の
状
況
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

【
市
・
県
民
税
】

●
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴

収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
な

い
が
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

給
し
、
ほ
か
の
所
得
が
な
か
っ
た
人

●
所
得
が
な
く
、
ほ
か
の
誰
の
扶
養

親
族
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
人

●
他
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
納
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人

※
市
・
県
民
税
は
、
所
得
が
あ
れ
ば

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
所
得
税
】

〈
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合
〉

●
平
成
26
年
中
の
所
得
の
合
計
が
基

礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
場
合

で
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

〈
給
与
所
得
が
あ
る
場
合
〉

●
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
た

人●
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
た
人

●
2
カ
所
以
上
の
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

●
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

●
平
成
26
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人

で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
自
書
指
導
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
申
告
者
自
身
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
会
場
に
配
置
す
る
指
導

員
が
巡
回
し
な
が
ら
申
告
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
、
自
書
指
導
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
計
算
な
ど
が
複
雑
で
個
別
に
指
導

を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に
収
入
金

額
や
必
要
経
費
、
各
種
控
除
に
か
か

る
書
類
を
整
理
し
、
農
業
者
や
事
業

者
な
ど
は
事
前
に
収
支
内
訳
書
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
は
、
作
成
済
み
の
確
定
申

告
書
も
提
出
で
き
ま
す
。

◆
年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不

要
制
度

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
公
的
年
金

の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
は
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
で
も
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に

記
載
の
な
い
生
命
保
険
料
な
ど
の
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
確
定
申
告
は
電
子
申
告
が
便
利
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
電
子
申
告
を
推
進
し
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書

な
ど
の
作
成
が
簡
単
に
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
申
告
は
、
初
期
登
録
を
含
む

一
連
の
操
作
で
確
定
申
告
書
の
作
成

か
ら
送
信
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
印
刷

し
て
、
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
便
利
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
日
程
や
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

な
ど
に
つ
い
て
は
、
2
ペ
ー
ジ
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

直
接
課
税
課
市
民
税
班
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
青
色
申
告
や
消
費
税
、
贈

与
税
、
株
式
・
土
地
の
譲
渡
所
得
な

ど
の
申
告
書
の
作
成
や
相
談
は
、
市

で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
提
出
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

※
還
付
申
告
は
、
す
で
に
給
与
な
ど
の

支
払
い
の
際
に
、
所
得
税
が
差
し
引
か

れ
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
　
市
・
県
民
税
　
課
税
課
市
民
税

班
　
内
線
3
1
3
1
〜
3

　
所
得
税

成
田
税
務
署

　
☎
0
4
7
6
（
2
8
）

5
1
5
1
（
代
表
）

　
市
役
所
庁
舎
は
耐
震
性
能
の
不

足
や
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
「
白
井
市

庁
舎
建
設
等
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
「
庁

舎
整
備
基
本
設
計
（
案
）」
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
下
記
の
と

お
り
、
住
民
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
行
い
ま
す
。

　
基
本
設
計
案
の
概
要
は
、
広
報

2
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
】

日
時
　
2
月
7
日
㈯
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
開
始
　

9
時
30
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

団
体
活
動
室

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

公
募
期
間
　
1
月
28
日
㈬
〜
2
月

17
日
㈫

閲
覧
場
所
　
管
財
契
約
課
窓
口
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図

書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
（
閉
庁
日
を

除
く
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象

　
住
民
説
明
会
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
共
に
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
な
ど

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班 

　
内
線
3
3
4
1
・
2

　

白井市役所

申告は忘れずに行いましょう

　
市
で
は
、
平
成
26
年
分
の
市
・
県
民
税
の
申
告
に
係
る
個
別
相
談
を
2
月
16
日
㈪
か
ら
27
日
㈮
ま

で
行
い
ま
す
。
順
番
の
受
け
付
け
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
の
提
出
は
、
申
告
期
間
前
で
も
無
料
相
談
や
自
書
説
明
会
な
ど
で
順
次
受
け
付
け
ま
す
。

　
所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に
（
確
定
申
告
の
日
程
な
ど
詳
細
は
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

2
月
16
日
㈪
か
ら
3
月
16
日
㈪
ま
で
受
け
付
け
ま
す
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「
庁
舎
整
備
基
本
設
計
」
が

決
定
し
ま
し
た

　
　

ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
場
と
し
て
月

に
1
回
、
芦
田
農
園
で
農
作
業
を

行
っ
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
側
か
ら
イ

ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
、
他
産
地
の
農
家

と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
で
仲
良
く
楽
し
み
な
が
ら
農

業
を
営
ん
で
お
り
、
休
み
に
は
夫
婦

で
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
芦
田
農
園
の
原
点
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
「
一
歩
を
踏
み
出
す
大
切

さ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
鉄
道

会
社
に
飛
び
込
み
で
交
渉
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
農
業
は
命
を
育
む

も
の
で
あ
り
、
健
康
で
、
お
い
し
く
、

笑
顔
に
な
れ
る
野
菜
を
作
る
た
め
努

力
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
白
井
駅
に
降
り
立
っ
た
際
は
「
ほ

の
ぼ
の
芦
田
農
園
」
を
の
ぞ
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
お
い
し

い
野
菜
と
、
芦
田
さ
ん
家
族
の
や
さ

し
い
笑
顔
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

2

　
今
回
は
、
白
井
駅
構
内
で
野
菜
な

ど
の
直
売
所
を
開
い
て
い
る
「
ほ
の

ぼ
の
芦
田
農
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
芦
田
農
園
は
夫
婦
と
子
ど
も
の
家

族
3
人
で「
土
づ
く
り
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
無
農
薬
・
減
農
薬
で
野
菜
の
生

産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
芦
田
農
園
が
白
井
駅
構
内
で
直
売

所
を
始
め
た
の
は
、
子
ど
も
の
就
農

を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
直
売
場
所

を
模
索
し
て
い
た
中
、
飛
び
込
み
で

鉄
道
会
社
に
交
渉
を
行
い
、
平
成
18

年
か
ら
駅
構
内
に
直
売
所
を
開
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
は
母
親
の
恵
子
さ
ん
が

主
に
接
客
を
し
て
い
ま
す
。
駅
の
乗

降
客
に
対
し
「
お
か
え
り
な
さ
い
」

と
明
る
く
声
を
掛
け
、
野
菜
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
を
生
か
し
た
野
菜
の
食
べ

方
な
ど
を
丁
寧
に
案
内
す
る
接
客
と
、

駅
構
内
に
直
売
所
を
設
け
た
発
想
が

評
価
さ
れ
、
平
成
21
年
の
「
直
売
所

甲
子
園
」
で
は
優
秀
賞
の
「
日
本
一

あ
た
た
か
い
直
売
所
賞
」
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　
年
間
1
5
0
種
類
も
の
野
菜
を
生

産
し
、
月
・
水
・
金
曜
日
（
祭
日
は

休
み
）
の
午
後
4
時
か
ら
7
時
頃
ま

で
店
を
開
い
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

帰
宅
途
中
の
人
が
購
入
を
し
て
い
き

ま
す
が
、
会
社
帰
り
の
男
性
客
が
3

か
ら
4
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
直
売
所
の
利
用
者
が
勤
め
て
い
る

レ
ス
ト
ラ
ン
に
紹
介
を
し
て
く
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
野
菜
の
お

い
し
さ
が
認
め
ら
れ
、
平
成
20
年
か

ら
都
内
な
ど
で
数
十
店
舗
を
営
む
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
の
野
菜
の
出
荷
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
レ
ス
ト

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   　

〜
白
井
駅
構
内
の
野
菜
直
売
所
〜

ほ
の
ぼ
の
芦
田
農
園 26

　
広
報
し
ろ
い
2
月
1
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
「
白
井
市
庁
舎
整
備
基
本

設
計
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
住
民

説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
を
経
て
、
3
月
20
日

に
川
岸
梅
和
白
井
市
庁
舎
建
設
等
検

討
委
員
会
委
員
長
か
ら
伊
澤
市
長
へ

答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
政
策

会
議
に
諮
り
、
3
月
24
日
に
「
白
井

市
庁
舎
整
備
基
本
設
計
」
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成

27
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成
28
年
度

に
新
築
棟
建
設
工
事
、
平
成
29
年
度

に
既
存
棟
減
築
改
修
工
事
を
行
う
予

定
で
す
が
、
消
費
税
増
税
や
昨
今
の

建
設
諸
物
価
の
高
騰
な
ど
不
透
明
な

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け

早
期
の
工
事
発
注
を
目
指
す
と
と
も

に
、
経
費
縮
減
と
工
期
の
短
縮
も
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
主
な
意
見
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
住
民
説
明
会
】

（
開
催
日
2
月
7
日
、
参
加
者
数
33

人
、
意
見
数
28
件
）

●
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
低
い
カ
ウ

ン
タ
ー
に
し
て
市
民
も
職
員
も
座
れ

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

●
警
察
署
分
庁
舎
の
設
置
に
あ
た
り
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
て
欲
し
い

●
駐
車
場
の
台
数
を
増
や
し
て
欲
し

い【パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

（
実
施
期
間
1
月
28
日
〜
2
月
17
日
、

意
見
数
42
件
）

●
さ
ら
な
る
経
費
節
減
と
他
の
大
規

模
事
業
を
含
め
た
計
画
性
の
あ
る
財

源
計
画
と
し
て
欲
し
い

●
工
事
着
工
時
期
を
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
に
延
期
す
べ
き
で
あ
る

●
議
会
休
会
中
は
、
議
場
や
委
員
会

室
を
市
民
に
開
放
し
て
欲
し
い

●
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
設
置
に
よ
り
、

市
役
所
と
文
化
セ
ン
タ
ー
を
行
き
来

す
る
人
が
増
え
る
の
で
、
市
道
に
横

断
歩
道
な
ど
を
設
置
し
て
欲
し
い

●
A
T
M
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

の
設
置
場
所
を
検
討
し
て
欲
し
い

※
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
基
本

設
計
や
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
庁
舎
建
設
準
備
室

内
線
3
3
4
1
・
2

移
動
交
番
を
開
設

し
ま
す

　
5
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所

　
1
日
㈮
、
8
日

㈮
、
22
日
㈮
、
27
日
㈬

　
午
後

2
時
〜
3
時
・
セ
ー
ブ
オ
ン
千

葉
白
井
店
（
西
白
井
）、
3
日

㈷　

午
後
2
時
〜
4
時
・
運
動

公
園
、
23
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
白
井
河

原
子
店

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課

　
☎

0
4
7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

11日㈪から20日㈬まで
「春の全国交通安全運動」です
～ルールむし　しん号むしは　わるいむし～
　入学から約1カ月が過ぎ学校生活も落ち着くこの時
期は、通園や通学にも慣れ、子どもたちの行動が活発
化するため交通事故の増加が懸念されます。
　20日は「交通死亡事故ゼロを目指す日」です。子ど
もたちに交通ルールと交通マナーを習慣づけさせると
ともに、皆さん一人一人が自覚と責任を持ち交通事故
防止に努めましょう。
【重点目標】
●子どもと高齢者の交通事故防止
●自転車の安全利用の推進
●全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の
徹底
●飲酒運転の根絶

◆春の全国交通安全運動出動式◆
　千葉県警察音楽隊の演奏や、なし坊たち印西警察署
管内のゆるキャラや千葉県警察マスコットのシーポッ
クも参加し、パレードを行います。外国の人も気軽に
参加できるよう通訳も行います。みんなで一緒に参加
しませんか。
日時　10日㈰　午後1時30分～ 3時30分
場所　イオンモール千葉ニュータウンコスモス広場

（印西市）
■問　市民安全課交通防犯班　内線3322

横断歩道を渡ろう

笑顔でお迎えします

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ

ク
ト
リ
ア
州
政
府
代
表

講
演
会

　
ア
ダ
ム
・
カ
ニ
ー
ン
駐
日
代
表
を

招
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
、
文

化
、
生
活
や
日
本
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
な
め
ら
か
な
日
本
語
で
講
演
を

行
い
ま
す
。

　
ビ
ク
ト
リ
ア
州
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
南
西
部
に
位
置
し
、
同
州
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と
は
、
平
成
10
年

に
友
好
都
市
関
係
を
締
結
し
て
以

来
4
5
6
人
が
交
流
事
業
で
行
き
来

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
州
内
の
2

校
（
カ
ヤ
ブ
ラ
ム
校
・
キ
ー
ロ
ー
校
）

と
白
井
市
の
中
学
生
の
交
流
を
平
成

4
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
1
、
6
1
5
人
の
学
生
が
参
加
し

て
い
る
な
ど
、
非
常
に
良
好
な
間
柄

に
あ
り
ま
す
。

　

日
時
　
23
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

場
所
　
文
化
会
館
か
お
り（
中
）ホ
ー

ル対
象
　
一
般
（
自
由
参
加
）

参
加
費

　
無
料

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5
・
白
井
国
際
交
流
協

会
　
☎
（
4
9
7
）
3
0
4
0

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

  

　
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
は
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
の
取
り
組

み
や
、
市
男
女
平
等
推
進
行
動
計
画

の
進
行
管
理
結
果
、
平
成
27
年
度
に

予
定
し
て
い
る
次
期
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
意
見
・
助
言

を
す
る
機
関
で
す
。

　
3
月
25
日
に
13
人
の
男
女
共
同
参

画
推
進
会
議
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
3
月
24
日
ま
で

で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

委
員
　
西
山
千
恵
子
（
会
長
）、
柴

沙
智
江
（
副
会
長
）、
秋
本
紀
子
、

松
本
厚
子
、
鈴
木
孝
、
芦
田
恵
子
、

林
部
和
代
、
山
田
友
美
子
、
市
川
温

子
、
田
中
卓
也
、
上
坂
千
昭
、
大
家

悦
子
、
林
章 

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室 

内
線
3
3
5
5

折
り
鶴
を
広
島
へ
送
り

ま
し
た

　
1
月
23
日
〜
3
月
26
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
「
平
和
事
業
」
で
は
、
市

内
外
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
り
、
3
月
26
日
に
2
4
1
、

7
3
0
羽
を
広
島
市
へ
発
送
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
送
付
し
た
折
り

鶴
は
、
広
島
市
平
和
記
念
公
園
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
　

　
　
〜
軽
自
動
車
税
〜

　
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
6
月

1
日
㈪
で
す
。
市
税
な
ど
は
納
期
限

内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を

過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）  

。

　
市
税
の
納
税
は
、
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市
税
な

ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除

く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班
　
内
線
3
1
2

1
〜
5

◆
自
動
車
税
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
6
月

1
日
㈪
ま
で
で
す
。

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
早
め
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
納
期
限
ま
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
納
付
が
可
能
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
同
封
さ
れ
た

し
お
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
　
自
動
車
税
事
務
所

　
☎
0
4

3
（
2
4
3
）
2
7
2
1

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

アダム・カニーン駐日代表

答申書が手渡されました

委嘱を受ける委員

お詫びと訂正　広報しろい4月15日号3ページ「平成26年度白井市表彰式を開催」でお知らせしました、教育文化功労表彰の受賞者の読みに誤りがあり
ました。「小

こあつく

圷吉美」さんは、正しくは「小
こあくつ

圷吉美」さんでした。お詫びして訂正いたします。

市役所1階の受付脇で、新庁舎の完成模型を展示して
います。基本設計も閲覧できます。
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